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　菊池市民広場にある「菊池
武光公像」です（バックの桜は
合成）。このほど、制作者の中
村晋也氏が文化勲章を受章さ
れました。（14 ページに関連
記事）
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紙面より
平成20年度予算

新エネ・省エネで
地球環境を守ろう！

麻しん（はしか）に注意
しましょう（健康だより）

市役所本庁・泗水総合支所
へのご用は、直通電話に
おかけください

後期高齢者医療「特別徴収」対象
の皆さんに通知書を送ります

水道局の窓口時間を延長します
～民間委託がスタート～



●お父さん

●お母さん

●子ども

●
こ
の
子
の
ミ
ル
ク
代
や
お
む
つ

代
、
５
月
に
収
め
な
い
と
い
け

な
い
あ
な
た
と
私
の
車
の
自
動
車

税
。何
か
と
出
費
の
多
い
時
期
で
、

今
月
の
家
計
、結
構
ピ
ン
チ
だ
わ
。

●
そ
う
か
ぁ
。
で
も
、
税
金
の
支
払

い
は
仕
方
な
い
出
費
。
今
月
の
俺

の
小
遣
い
は
少
し
減
ら
し
て
も
い

い
ぞ
。

●
毎
月
、
入
っ
て
く
る
お
金
は
、
あ

な
た
の
お
給
料
だ
け
。
自
動
車
税

な
ん
か
は
、
こ
の
時
期
に
収
め
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
ん
だ
か

ら
、
も
う
少
し
計
画
を
立
て
て
お

け
ば
良
か
っ
た
。

●
確
か
に
。
計
画
的
に
使
え
ば
、
無

理
な
く
、
し
か
も
無
駄
を
な
く
せ

る
か
も
し
れ
な
い
な
。

●
そ
う
い
え
ば
、
あ
な
た
の
市
役

所
で
も
同
じ
よ
う
に
計
画
を
立

て
て
、
お
金
を
使
っ
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
少
し

教
え
て
よ
。

●
ち
ょ
う
ど
い
い
、
復
習
の
つ
も
り

で
、
説
明
し
て
あ
げ
よ
う
。

　
　

市
で
は
、
１
年
間
に
使
う
お
金

を
計
画
的
に
使
う
た
め
に
「
予
算

書
」
と
言
う
も
の
を
作
る
ん
だ
。

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ん

か
で
見
た
こ
と
あ
る
だ
ろ
「
今
年

度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
」
と

か
。

●
う
ん
、
あ
る
あ
る
。

●
そ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
た
の
が

表
１
と
表
２
。
う
ち
の
家
計
と

同
じ
よ
う
に
、
入
っ
て
く
る
お

金
「
歳
入
」
と
使
う
お
金
「
歳

出
」
が
あ
る
。
予
算
総
額
は
、

２
１
７
億
３
、８
０
０
万
円
と
、

昨
年
に
比
べ
る
と
０
、４
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
に
な
っ
て
い
る
。

●
ま
ず
は
、
表
１
の
歳
入
か
ら
見
て

い
こ
う
。

　
　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
市
民
税
や
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た

ば
こ
税
な
ど
の
「
市
税
」
を

50
億
９
、１
７
８
万
４
千
円
と
、

市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」
を

72
億
円
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
入
っ
て

く
る
お
金
を
見
込
ん
で
い
る
。

●
な
る
ほ
ど
。
５
月
に
支
払
う
私

の
軽
自
動
車
税
は
市
税
に
な
る
の

ね
。

●
次
は
表
２
の
歳
出
。
歳
入
額
が
減

少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
歳
出
額

も
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

物
件
費
や
人
件
費
な
ど
の
見

直
し
で
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
を

行
っ
て
い
る
け
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
特
に
必
要

な
財
源
は
確
保
し
て
い
る
ん
だ
。

　
　

じ
ゃ
あ
、
項
目
ご
と
に
見
て
い

こ
う
。
最
も
多
い
の
が「
民
生
費
」

で
、
老
人
福
祉
事
業
や
保
育
所
の

運
営
費
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

●
「
福
祉
向
上
の
た
め
の
費
用
」
と

い
う
こ
と
ね
。

●
次
に
多
い
の
が
「
公
債
費
」
で

こ
れ
は
市
の
借
金
な
ん
だ
。
そ
し

て
、「
総
務
費
」、
市
道
や
排
水

路
、
公
営
住
宅
の
建
設
や
管
理
な

ど
を
行
う
「
土
木
費
」、
市
内
の

小
・
中
学
校
の
管
理
や
給
食
費
用

な
ど
の
「
教
育
費
」、
農
家
の
人

が
農
業
を
し
や
す
く
す
る
た
め
の

「
農
林
水
産
業
費
」
が
あ
る
。

　
　

他
に
も
、
こ
の
子
の
乳
幼
児
医

療
費
な
ど
の
「
衛
生
費
」、
火
災

な
ど
の
災
害
か
ら
僕
た
ち
を
守
っ

て
く
れ
る
消
防
団
活
動
な
ど
に
使

わ
れ
る
「
消
防
費
」
な
ど
が
あ
る
。

●
今
ま
で
難
し
そ
う
で
、
考
え
た
こ

と
も
な
か
っ
た
予
算
に
つ
い
て
、

少
し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。

　
　

あ
り
が
と
う
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
平
成
20
年
度

予
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
菊
池
市
役

所
財
政
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課　

☎
（
25
）
７
２
０
５

１歳６カ月児健診。これには「衛生費」が使われています

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
耳
に

す
る
予
算
。

　

１
歳
に
な
る
子
ど
も
を
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
が
、
家
計
の
や
り
く
り

に
少
し
困
っ
た
様
子
で
、
市
役
所
に

勤
め
る
お
父
さ
ん
に
相
談
が
あ
る
よ

う
で
す
。

平成20年度　予　算

平成20年度

予　算

皆
さ
ん
の
税
金

　
　
　
　
そ
の
使
い
道

皆
さ
ん
の
税
金

　
　
　
　
そ
の
使
い
道

歳入総額
217億3,800万円

依存財源
63.5％

市税
50億9,178万4千円
（23.4％）

分担金・負担金
4億1,119万5千円
（1.9％）

繰越金
1億円（0.5％）

その他諸収入など
3億9,238万9千円
（1.8％）交付税

72億円
（33.1％）

県支出金
14億4,961万5千円

（6.7％）

贈与税・交付金
11億3,418万8千円

（5.2％）

市債
21億9,750万円
（10.1％） 市税

50億9,178万4千円
（23.4％）

分担金・負担金
4億1,119万5千円
（1.9％）
使用料・手数料
4億900万2千円
（1.9％）

使用料・手数料
4億900万2千円
（1.9％）繰入金

15億2,689万円
（7.0％）

繰入金
15億2,689万円
（7.0％）
繰越金

1億円（0.5％）

その他諸収入など
3億9,238万9千円
（1.8％）交付税

72億円
（33.1％）

国庫支出金
18億2,543万7千円

（8.4％）

国庫支出金
18億2,543万7千円

（8.4％）

県支出金
14億4,961万5千円

（6.7％）

贈与税・交付金
11億3,418万8千円

（5.2％）

市債
21億9,750万円
（10.1％）

自主財源　
36.5％

○市　税
　市民税、固定資産税、
軽自動車税、たばこ税な
ど最も重要な財源です。

○地方交付税
　行政サービスをどの自
治体で受けても同水準に
なるように、国が市の財
政状況に応じて配分する
お金です。

○地方譲与税
　 自動車重量譲与税や
地方道路譲与税が国税と
して収納され、その一部
が還元されるものです。

○国庫支出金
　事業を行うため国から
交付されるお金です。

○県支出金
　事業を行うため県から
交付されるお金です。

○市　債
　特定の事業のため借り
入れるお金です。

○その他
　分担金・負担金、使用
料・手数料、財産収入、
繰越金、諸収入などがあ
ります。

表１　歳　入

○議会費
　議会運営のための経費
です。
○総務費
　市の行政、財産、選挙、
企画、税の徴収、窓口業
務などの経費です。
○民生費
　市民の皆さんの福祉向
上のための経費です。
○衛生費
　ごみ処理や健康づくり
などのための経費です。
○農林水産業費
　農林業の振興のための
経費です。
○商工費
　商工、観光の振興のた
めの経費です。

○土木費
　道路や橋、河川、公営
住宅などの整備の経費で
す。
○消防費
　菊池広域連合消防本部
への負担金や消防団活動
などの経費です。
○教育費
　学校教育や生涯学習な
どの経費です。
○公債費
　市の借金（市債）を返
済する経費です。

表２　歳　出

　
使
う
お
金

　
　
　
　
　
　

〜
歳　

出
〜

　
入
る
お
金

　
　
　
　
　
　

〜
歳　

入
〜

歳出総額
217億3,800万円

議会費
2億2,819万4千円
（1.0％）

総務費
27億9,804万6千円
（12.9％）

議会費
2億2,819万4千円
（1.0％）

総務費
27億9,804万6千円
（12.9％）

民生費
64億2,321万円
（29.5％）

民生費
64億2,321万円
（29.5％）

商工費
2億5,016万2千円
（1.1％）

消防費
8億4,438万5千円
（3.9％）

その他
1,000万円（0.1％）

衛生費
16億536万9千円
（7.4％）

農林水産業費
19億1,699万4千円

（8.8％）

土木費
23億9,465万3千円
（11.0％）

教育費
20億7,893万1千円

（9.6％）

公債費
31億8,805万6千円
（14.7％）

商工費
2億5,016万2千円
（1.1％）

消防費
8億4,438万5千円
（3.9％）

その他
1,000万円（0.1％）

衛生費
16億536万9千円
（7.4％）

農林水産業費
19億1,699万4千円

（8.8％）

土木費
23億9,465万3千円
（11.0％）

教育費
20億7,893万1千円

（9.6％）

公債費
31億8,805万6千円
（14.7％）

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

233億
5,300万円 220億

2,700万円
216億

6,100万円

217億
3,800万円

一般会計当初予算の推移
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家庭や事業所でも
できるエコ推進

◆
一
般
住
宅
用

　

太
陽
光
発
電
設
置
補
助

●
菊
池
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助
事
業

○
対
象
者

•
菊
池
市
に
居
住
し
、
市
内
の
居
住

用
住
宅
（
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住

宅
を
含
む
）
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
者

•
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
新
規

に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
者

○
補
助
の
額

　

１
Ｋ
Ｗ
あ
た
り
２
万
円
（
千
円
未

満
は
切
り
捨
て
、
６
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
菊
池
市
役
所
企
画
振

興
課
企
画
調
整
係
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
所
用
は
国
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
事
業
者
支
援
対

策
事
業

○
事
業
主
体

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

○
対
象
者

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
を
行

お
う
と
す
る
事
業
者

○
補
助
率　

３
分
の
１
以
内

※
た
だ
し
、
１
件
当
た
り
の
年
間
補

助
金
額
の
上
限
額
は
10
億
円

※
詳
し
く
は
、
菊
池
市
役
所
企
画
振

興
課
企
画
調
整
係
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
家
庭
用
省
エ
ネ
パ
ネ
ル
設
置
事
業

　

一
般
家
庭
用
の
省
エ
ネ
パ
ネ
ル

（
１
０
０
基
を
予
定
）
を
貸
し
出
し
、

家
庭
で
の
電
気
使
用
量
の
確
認
と
目

標
値
を
設
定
し
、
節
電
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
省
エ
ネ
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

○
設
置
対
象
家
庭

　

市
内
小
学
校
単
位
で
取
り
組
み
、

児
童
の
家
庭
へ
の
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

○
事
業
期
間

　

５
カ
年
事
業
（
小
学
校
14
校
）

　

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
廃
止

に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
の
議
論
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

暫
定
税
率
が
廃
止
と
な
れ
ば
、
ガ

ソ
リ
ン
価
格
な
ど
は
安
く
な
る
も
の

の
、
広
大
な
面
積
を
持
つ
菊
池
市
で

は
、
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
交
通
基

盤
（
道
路
）
整
備
が
停
滞
し
、
過
去

に
作
ら
れ
た
道
路
の
補
修
や
そ
の
財

源
と
な
っ
た
借
金
の
返
済
に
対
す
る

財
源
も
不
足
し
、
ひ
い
て
は
他
の
施

策
（
福
祉
や
教
育
な
ど
）
に
も
影
響

が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

菊
池
市
議
会
で
も
、
３
月
定
例
会

の
冒
頭
で
「
道
路
整
備
財
源
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、

国
道
３
２
５
号
線
の
４
車
線
化
や
、

国
道
３
８
７
号
線
の
渋
滞
緩
和
な
ど

の
整
備
費
と
し
て
の
現
行
水
準
の
維

持
な
ど
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 　

菊
池
市
の
平
成
19
年
度
予
算
ベ
ー

ス
で
試
算
す
る
と
、
約
２
億
５
千
万

円
の
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
（
暫
定
税

率
分
を
約
46
・
４
％
で
試
算
し
て
い

ま
す
）。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
道
路
に
対

す
る
国
庫
補
助
金
の
大
幅
な
削
減
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　住宅用太陽光発電システムを設置している、菊池市旭志の芹川博
文さんへインタビューをしました！
Q1. 設置をされたのはどうしてですか？
 A . 光熱費の削減、地球環境を考えて設置しました。
Q2. 設置をされて良かったと思うところはどのようなところです

か？
 A . 光熱費が設置前と比較すると約 3分の 1に削減できました。

また、2階の屋根に広く設置しているので、夏場は断熱効果に
もなっています。さらに、オール電化で火を使わなくなり火災
の心配がなくなりました。

Q3. これからも、菊池市では、環境のために省エネルギー対策や新
エネルギーの導入に積極的に取り組んでいきたいと思っていますが、ご協力いただけますか？

 A . はい。私たち（家庭）でできることであれば協力します。
Q4. 最後に、環境問題について何かあればお願いします！
 A . 家庭でできる省エネルギー対策や、新エネルギーの推進をするためには、国・県の補助や、新たな市

の支援があればもっと家庭で取り組みやすくなるのではないかと思います。これからも、菊池市が住
みよいまちであり続けるために、私たちが家庭でできることを行いたいと思います。

ご協力ありがとうございました。

　地球温暖化防止などCO2削減に向けた地球環境
問題が叫ばれている中、菊池市では、豊かな自然
環境を守り、まちづくりに活かすため、新エネル
ギー・省エネルギー事業に取り組みます。
　平成20年度は、新たに省エネパネル設置事業
に取り組むとともに、住宅用太陽光発電設置補助
を継続します。

（例）家庭に太陽光発電システム（発電容量 1世帯あたり 1
日 4KW）を設置した場合
① 1世帯当たりのCO2（二酸化炭素）削減率
　4人以上世帯の家庭の平均的なCO2排出量と比較すると

●1 年間で約 58.7%の CO2 削減が

見込まれます。（注 1）
② 1年間のCO2削減
　1年間で、体積1,226㎥のCO2削減になります。25mプー
ルに例えると、約 3個分の体積になります。
●平成 12年度から平成 19年度までの、菊池市での太陽光

発電設置補助件数合計は 339 件なので、1 年間で
25mプール約 1,017 個分のCO2
削減になった計算になります。（注 2）

（注 1・2）環境省データによる推定値です。

太陽光発電を設置すると
こんな効果が！

問い合わせ先　企画振興課企画調整係　☎（25）7250

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

太
陽
光
発
電
設
置
費
補
助

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

省
エ
ネ
パ
ネ
ル
の
設
置
事
業

≪太陽光発電設置者へインタビュー≫

道
路
特
定
財
源（
暫
定
税
率
維
持
）の

必
要
性
を
ご
理
解
く
だ
さ
い

暫
定
税
率
廃
止
に
よ
る
影
響

新エネ・省エネで地球環境を守ろう!

特定財源の使い道
目的別道路関係経費の状況（単位：千円）

公債費
651,304

災害復旧費
244,826

街路費
628,191

道路橋りょう費
1,190,998

公債費
651,304

税等一般財源
662,185

国庫支出金など
608,050

地方債
870,700

道路特定財源
555,450

税等一般財源
662,185

国庫支出金など
608,050

地方債
870,700

その他
82,572
その他
82,572

道路特定財源
555,450

災害復旧費
244,826

農林水産業費
63,638

農林水産業費
63,638 街路費

628,191

道路橋りょう費
1,190,998

※数値は平成 18年度決算額

過去に作った
道路の借金返済

農道・林道
など

上グラフの財源内訳（単位：千円）

総　額
2,778,957

芹川さん宅の住宅用太陽光発電システム（H18年設置）
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ニュースポーツ紹介「ガラッキー」

数
十
分
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

表
彰
な
ど
の
閉
会
式
を
行
っ
た
後

は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
し
た
。
市

内
各
地
の
特
産
物
な
ど
が
、
多
く
の

人
に
当
た
り
ま
し
た
。
旭
志
牛
、
野

菜
詰
め
合
わ
せ
、焼
酎
、ゼ
リ
ー
セ
ッ

ト
な
ど
な
ど
。当
た
っ
た
人
の
顔
は
、

試
合
に
勝
っ
た
と
き
よ
り
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

　

な
お
、
今
回
は
特
別
に
抽
選
に
も

れ
た
人
全
員
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
タ
オ
ル

な
ど
を
も
ら
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ー
！

　

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
け
が
人
も
な

く
、
ま
た
、
参
加
者
が
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
の
が
何
よ
り
で
し
た
。
来
年

は
旭
志
を
会
場
に
行
う
予
定
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

●
第
50
回
九
州
地
区
体
育
指
導
委
員

研
究
記
念
大
会

　

２
月
１
日
（
金
）・
２
日
（
土
）

の
両
日
、
長
崎
県
佐
世
保
市
で
九
州

地
区
の
体
育
指
導
委
員
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
菊
池
市
か
ら
も
15
人

が
参
加
し
、
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
代
社
会
は
、
地
域
の
連
帯
感
、

人
間
関
係
の
希
薄
化
が
進
み
、
地
域

の
環
境
・
福
祉
・
教
育
問
題
な
ど
、

直
面
す
る
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
課
題
を
念
頭
に
３

つ
の
分
科
会
で
研
究
協
議
を
進
め
ま

し
た
。

　

第
１
分
科
会
で
は
、
自
然
体
験
活

動
の
意
義
と
そ
の
推
進
役
と
し
て
の

体
指
の
役
割
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

　

第
２
分
科
会
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
体
指
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

第
３
分
科
会
で
は
、「
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
実
践
報
告

を
聞
き
、
体
指
の
役
割
な
ど
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

●
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
体
指
研
修
会

　

菊
池
市
女
性
体
指
は
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
求
め
ら
れ
る
高
い
知
識
、
技
術
の

習
得
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る

「
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
体
育
指
導
委

員
研
修
会
」
に
毎
年
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
山
鹿
市
女
性
体
指
が
主

体
と
な
り
、
１
月
27
日
（
日
）
に
山

鹿
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
初
に
、山
鹿
灯
籠
の
「
ヨ
ヘ
ホ
」

の
曲
に
合
わ
せ
て
、
山
鹿
ス
ト
レ
ッ

チ
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
山
鹿
消
防
署
か
ら
３
人
の

若
手
職
員
に
来
て
も
ら
っ
て
、
救
命

処
置
の
実
演
・
実
技
指
導
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
応
急
手
当

の
仕
方
も
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

新
体
力
テ
ス
ト
実
施
要
領
と
、
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
体
力
測
定
と
実
技

を
学
び
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
研
修
し
て
き
た
こ
と

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
気
軽

に
学
べ
る
場
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に

あ
る
の
が
現
実
で
す
。
し
か
し
、
区

の
体
育
指
導
員
さ
ん
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
駅
伝
大
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
、

体
指
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

岩
根
副
会
長
を
中
心
に
、
10
人
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
に
活
動
の
内
容
を
見
直
し

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

18
年
に
は
体
育
祭
（
２
年
に
１
回
）

を
し
、
毎
年
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
は
続

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
27
日
（
日
）
は
、
恒

例
の
旭
志
一
周
駅
伝
大
会
を
主
管

し
ま
し
た
。
旭
志
総
合
支
所
前
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、30
㎞
の
コ
ー

ス
を
、
一
般
の
部
は
14
区
間
、
子
ど

も
会
の
部
は
18
区
間
で
行
い
ま
し
た
。

一
般
の
部
16
チ
ー
ム
、
子
ど
も
会
の

部
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
時
ス
タ
ー
ト
で
、
全
24
チ
ー
ム

に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
結
果
は「
広
報
き
く
ち
３
月
号
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
大
会
で
競
技
役
員
と
し
て
運

営
に
あ
た
っ
た
の
が
、
体
育
指
導
委

員
旭
志
支
部
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

古
谷
副
会
長
を
中
心
に
、
12
人
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
マ
ラ
ソ
ン
、
町
民
体
育

祭
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
町
内
一
周
駅

伝
な
ど
を
主
管
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
10
日
（
日
）
の
寒
さ
厳
し
い

朝
、
第
34
回
泗
水
町
内
一
周
駅
伝
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
合
志
川
に
沿

う
よ
う
に
東
西
に
延
び
た
泗
水
町
内

を
、
26
チ
ー
ム
が
９
区
間
で
た
す
き

を
つ
な
ぎ
、
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

凍
て
つ
く
よ
う
な
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
す
か
の
よ
う
に
熱
い
走
り
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
素

晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
中

で
も
優
勝
し
た
消
防
署
Ａ
チ
ー
ム
は
、

他
を
寄
せ
付
け
な
い
ダ
ン
ト
ツ
で
の

ゴ
ー
ル
で
し
た
。

　

私
た
ち
体
育
指
導
委
員
（
以
下
体

指
）
は
、
大
会
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
駅

伝
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
泗
水
町

青
年
団
・
市
職
員
・
体
指
が
早
朝
か

ら
数
日
前
に
行
っ
た
打
合
せ
の
確
認

後
、
各
中
継
所
に
待
機
し
、
選
手
の

召
集
や
区
間
記
録
、
交
通
整
理
な
ど

を
務
め
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の

た
す
き
を
つ
な
い
だ
あ
と
の
充
実
し

た
表
情
が
、
大
会
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

何
よ
り
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

藤
江
会
長
を
中
心
に
、
20
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

旧
菊
池
市
時
代
に
は
、
ロ
ー
タ

リ
ー
小
学
生
駅
伝
大
会
、
市
内
小
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ふ
れ
あ
い

レ
ガ
ッ
タ
大
会
、
桜
マ
ラ
ソ
ン
、
市

民
ス
ポ
レ
ク
祭
な
ど
、
多
く
の
行
事

で
主
管
を
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
そ
れ
ら
の
行
事
は

新
市
全
体
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
、
最

後
の
旧
市
単
位
の
市
民
体
育
祭
を
行

い
ま
し
た
。

　

野
中
副
会
長
を
中
心
に
、
９
人
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
体
育
祭
や
町
内
一
周
駅
伝
な

ど
を
主
管
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
27
日
（
日
）
に
第
32
回
七
城

一
周
駅
伝
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
七

城
体
指
活
動
と
し
て
、
事
前
に
会
議

を
行
い
、
コ
ー
ス
の
変
更
、
区
間
内

容
の
変
更
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
競
技
役
員
（
審
判
長
、

本
部
記
録
員
、
先
導
車
、
途
中
記
録

員
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

年
々
子
ど
も
の
参
加
人
数
が
減
り
、

区
間
内
容
の
変
更
な
ど
を
毎
年
行
わ

体
指
で
す
よ
ろ
し
く

のページ

問い合わせ先
菊池市

体育指導委員
協議会広報部
☎（25）7234

体指　

２
月
17
日
（
日
）
に
市
民
ス
ポ
レ

ク
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、泗
水
体
育
館
と
泗
水
小
・

泗
水
中
の
体
育
館
を
会
場
に
、
昨
年

同
様
の
３
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
（
泗
水
体
育
館
）
は
、

小
学
生
を
中
心
に
22
チ
ー
ム
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
高
学
年
に
な

る
と
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
の
デ
ィ
ス
ク

を
投
げ
ま
す
。
大
人
も
た
じ
た
じ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
低
学
年
が

必
死
に
逃
げ
て
い
る
姿
が
と
て
も
か

わ
い
か
っ
た
で
す
。

　

ふ
ら
ば
ー
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
（
泗

水
小
体
育
館
）
は
、
笑
顔
と
歓
声
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
思
わ
ぬ
方
向
へ

バ
ウ
ン
ド
す
る
ボ
ー
ル
に
腰
砕
け
、

も
う
笑
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
自
体
を
楽
し
む
ス
ポ
レ
ク
に

は
ぴ
っ
た
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

で
も
、
実
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
よ
り
ハ
ー

ド
な
ん
で
す
。

　

ア
ジ
ャ
タ
（
泗
水
中
体
育
館
）
は
、

７
チ
ー
ム
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
単
な
る
玉
入
れ
と
思
い
き

や
、
４
メ
ー
ト
ル
は
高
い
で
す
。
ま

し
て
や
百
個
を
入
れ
て
し
ま
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
タ
イ
ム
を
計
ら
れ
て

い
る
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
変

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ほ
ん
の
数
分
が

●用具　ダーマ（赤・黒各 6個）、コート用ロープ
●コート　スローラインからサークルまで 2～ 8m、
サークルはコート用ロープで作る。
●競技の進め方　先攻、後攻の順に交互に投げる（ア
ンダースロー）、全てのダーマを投げ終わったら包
囲計測を行う。
※サークル内のダーマは 1つ 1点。サークル内の自
ダーマで囲んだ相手のダーマは 1つ 5点となる。

〈ドッヂビー〉1 位　菊之池ファイターズ
 2 位　菊之池オーシャンズ
 3 位　七城ブラック
 　　　ドラゴンズ
〈アジャタ〉 1 位　迫間・水迫体育会
 2 位　花房
 3 位　菊之池体育会
〈ふらばーるボールバレー〉
 1 位　花房B
 2 位　野間口チームA
 3 位　辻

旭志一周駅伝大会

長崎県佐世保市での九州地区の体育指導委員研修会

No.3

　

新
市
誕
生
に
伴
っ
て
、
４
つ
の
体
育
指
導
委
員
協
議
会
が
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。
51
人
の
大
所
帯
と
な
り
、
組
織
も
再
編
さ
れ
ま
し
た
（
昨
年
７
月
号

で
紹
介
済
み
）。

　

前
号
で
は
、
部
会
の
紹
介
を
兼
ね
て
各
部
会
の
活
動
の
一
部
を
掲
載
し
ま

し
た
。
あ
と
２
つ
部
会
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
は
総
務
部
、
そ
し
て

も
う
１
つ
が
、
こ
の
紙
面
を
作
っ
て
い
る
私
た
ち
「
広
報
部
」
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
紹
介
は
ま
た
の
機
会
と
し
、
今
回
は
、
元
の
市
町
村
を
単
位
と
し

た
支
部
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
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遠野市との市民交流を通して
（平成 19年度菊池市交流団員　前川　薫）
　今年度の遠野市との都市間交流団の一員として 2
泊 3日の研修に、宮崎県の西米良村の交流団と一
緒に参加してきました。菊池市からの交流団員は
10人で、それぞれが遠野に行って学びたい事を持っ
て熊本を出発しました。
　「遠野の物産品を菊池で販売出来ないか？」、「遠
野の特産品を使って商品を作れないか？」、「遠野の
食育はどの様に行われているのか？」、「伝統ある祭
りはどの様にして親から子どもたちへと受け継がれ
ているのか？」など・・・。皆さんが持っている探
求心は素晴らしいものだと感心することが多く、お

互いが色々な分野で刺激しあって更に勉強になった
と思います。
　遠野市では皆さんが温かく出迎えてくださり、以
前からの友人に会った様な心和む日々でした。団員
の皆さんは、ただの交流だけではなく、帰ってから
も学んで来たことを菊池市で活かせるように活動中
です。私たちの交流は終わったのではなく・・・始
まりだと思っています。

　友好都市の岩手県遠野市を、菊池市交流団員（吉
宗信義団長）10人が訪問し、地域の人たちとの交
流を行いました。菊池都市間交流の会（冨田敬士会
長）が募集したもので、今回の参加者は、今後同会
のメンバーとなり交流活動を続けます。参加者のひ
とり、前川薫さんの研修報告を紹介します。

市民交流団が遠野市と交流

2/2（土）～2/4（月）

　これからの住まいのあり方を提示する「真の日本のすま
い」提案競技（財団法人住宅産業研修財団主催）で、泗水
町亀尾の建築設計事務所「吉岡アトリエ」代表の吉岡　勇
さんが、文部科学大臣賞を受賞しました。
　全国から 136 件の応募があったもので、精神的な豊か
さを住まいの中に取り入れることを一番に考えた家が提案
されています。受賞作品は、唯一求められた提案性に建築
家として正面から向き合い、都市の中で現代的な魅力を
持った生活空間を刻んだ案として高く評価されました。
　吉岡さんは「家は家族に影響を及ぼすものだと考えてい
ます。私のこの活動が地域づくりや人づくりにつながれば
と思っています」と話されました。今後益々の活躍が期待
されます。

吉岡　勇さんが第5回「真の日本のすまい」提案競技で
文部科学大臣賞を受賞

2/4
（月）

　菊池市退職校長会「さくら会（木下昭二郎会長）」から、菊池公
園ゲートボール場内に桜の木（ソメイヨシノ）5本の寄付がありま
した。市町村合併に伴って同会も合併し、その記念に贈られたもの
です。
　市民の皆さんのご利用をお待ちしています。寄付、ありがとうご
ざいました。

菊池市退職校長会が菊池公園に
桜の木を寄付

2/17
（日）

遠野市を訪れたメンバー

菊池公園ゲートボール場内に植えられたソメイヨシノ

今回提案された住まいの内部空間の
コンピュータグラフィックス

　2月 15日（金）から 2月 17日（日）まで福島県いわき市で開
催された「全国子ども会育成中央会議・研究大会」で、菊池市子ど
も会育成協議会長の平田順一さんが、長年の活動を評価され表彰さ
れました。
　平田さんは、昭和 62年から旧七城町子ども会育成会長を務めら
れ、子ども会の育成に尽力をしてこられました。合併後も新しく発
足した菊池市子ども会育成協議会の会長として、子ども会大会を開
催するなど、各地域間の交流と子ども会活動の活性化に取り組んで
おられます。
　また、平成 18年 6月からは熊本県子ども会連合会副会長として、
ジュニアリーダーの育成などにも活躍しておられます。今後の活躍
が期待されます。

菊池市子ども会育成協議会長が
「第41回（平成19年度）全国子ど
も会連合会」表彰を受賞

2/15
（金）

賞状を手にする平田会長

　旭志の姫井地区で姫井橋の土木学会推奨土木遺産
認定記念碑の除幕式がありました。
　姫井橋は国内で唯一、大正期に完成したコンク
リート下路アーチ橋で、現存する同様の橋の中では、
国内で最も古いものです。そのため、歴史的価値の
高い土木施設であるとして、（社）土木学会より「平
成 18年度土木学会推奨土木遺産」としての認定を
受けました。
　「選奨土木遺産」とは、技術・デザイン・地域貢
献などの観点から高く評価されているAランクの
近代土木遺産の中から選考されるもので、平成 12
年度より毎年全国で 10件ほどの遺跡が認定・表彰
されています。
　式典で姫井区の水上隆光区長は「この橋を作った
先人たちもきっと喜んでいることでしょう。今後もこの橋を地域の皆さんで守り、後世に伝えていきましょう」と話されま
した。
　また、姫井橋の調査研究を行っている熊本大学山尾教授より、姫井橋の意義・価値などについての分かりやすい講演があ
りました。

姫井地区の姫井橋で
記念碑除幕式

2/17
（日）

姫井橋（右奥）の前であった除幕式に出席した区民など

　隈府小学校（高村秀夫校長）の 5年生児童 113 人と、
村所（むらしょ）小学校（志摩俊明校長）の 5年生児童
11人が 3日間の交流をしました。姉妹都市の児童同士で
交流を深めようと行われたもので、「小規模な学校の児童
に大規模な学校の雰囲気を味わってもらい切磋琢磨する場
になれば」と村所小からの提案で実現しました。
　村所小の児童は隈府小 5年の 3クラスに分かれて一緒
に授業を受けたり、合同の合奏などをしたりして交流しま
した。初日には歓迎の交流会があり、村所小の児童が語り
部となって 3年生の総合学習の時間で学んだ、地元に伝
わる伝説の生き物「カリコボーズ」にちなんだ民話を披露
しました。

隈府小児童が宮崎県西米良村の村所小児童と交流2/20（水）～2/22（金）

歓迎の交流会で隈府小の児童を前に語り部となって民話を
披露する村所小の児童
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　菊池市体育協会菊池支部と菊池市主催の菊池市
民駅伝が、菊池市営中央グラウンドをスタート・
ゴールにありました。遊蛇口プール前を折り返す
コースで、オープン参加を含めて 11チームが出
場しました。
　午前 10時、スターターの号砲で小学生男子区
間の 1区ランナーがスタート。この大会は、タ
スキを受けたランナーが必ず中央グラウンドに
戻ってきて次のランナーに手渡すことから、グラ
ウンドに詰めかけた観衆は、眼前で繰り広げられ
るタスキリレーに盛んな声援を送っていました。
　緒方陸上競技協会長は「この大会は地域の親睦・
活性化につながるもので、ぜひ多くのチームに参
加してほしいですね」と話されました。上位の結
果は次のとおりです。
優勝　花房Aチーム（1時間 25分 14秒）
2 位　菊之池チーム（1時間 29分 40秒）
3 位　隈府 2区チーム（1時間 32分 44秒）

第18回菊池市民駅伝2/24（日）

元気にスタートする小学生区間の1区ランナー

　焼失した韓国の国宝・南大門（崇禮門）の復興に役立てて
もらおうと、福村市長と有志が駐福岡大韓民国総領事館を訪
れ、金賢明（キムヒョンミョン）総領事へ義援金を手渡しま
した。
　贈られた義援金は菊池市議会、菊池国際交流協会、菊池市
海外研修生の会、韓国映画祭実行委員会、菊池市役所職員有
志、菊池市教育委員会から集められた 30万円で、受け取っ
た金総領事からは「南大門は韓国だけの文化財ではなく、世
界のものでした。早速、本国へ送金します。ありがとうござ
います」とお礼が述べられました。

韓国南大門の復興にと義援金2/25（月）

金総領事（左）に義援金を手渡す福村市長（右）

　介護老人保健施設　孔子の里で、箏の演奏会がありまし
た。この演奏会は、泗水中学校の選択教科で音楽選択を
している生徒たちからの要望で行われたもので、今回で 2
年目となります。
　「さくらさくら」や「ふるさと」などの演奏がされると、
利用者や職員らは、箏の美しい音色に聴き入っていました。
最後は、泗水中の生徒の演奏にあわせ、会場にいる全員で
大合唱をするなど楽しい演奏会となりました。

泗水中学校生徒による箏の演奏会

2/29（金）

会場いっぱいに利用者らの大合唱が響き渡りました

菊池市では、4月 30日（水）まで菊池市役所本庁・各
総合支所にて義援金を受け付けています。趣旨に賛同い
ただける方はご協力をお願いします。

　「万句のふるさと菊池」の表彰式が菊池市福
祉会館で行われ、最優秀賞受賞者に賞状と記念
品が贈られました。菊池市教育委員会が、市内
の小・中学生から俳句と短歌を募集したもので、
俳句 3,247 句、短歌 692 首の計 3,939 の作
品が寄せられました。4人の審査員によって選
ばれた 150の入選作品は、冊子「月松（げっしょ
う）第 2号」にまとめられ、各学校などに贈
られました。
　なお、冊子は、隈府在住の泉雄一さんによる
表紙絵と題字の協力を得て作られ、タイトルの
「月松」は、重朝公の句にちなんで付けられた
ものです。
　最優秀賞受賞者とその作品は、以下のとおり
です。（敬称略）

「万句のふるさと菊池」の
俳句・短歌、最優秀賞を表彰

2/21（木）

最優秀賞を受賞した小・中学生（上）
入選作品がまとめられた冊子「月松（げっしょう）
第 2号」（右）

平成19年度「万句のふるさと菊池」入選句・歌集より（最優秀賞）
俳句の部
小学校低学年
虫めがねありのからだがせまってくる
 水源小学校 1年　やませ　だいき
赤とんぼ夕やけ空でうんどう会
 菊池北小学校 2年　よし田　なごみ
秋祭りそうらんぶしをがんばった
 菊池北小学校 3年　髙野　水美（みなみ）
せんぷうきどこから風をつれてくる
 泗水東小学校 3年　木柑子　隆介
ツバメのすひなが生まれて大家族
 泗水西小学校 3年　楠山　まき

小学校高学年
十五夜に昼間のようなぼくのかげ
 泗水西小学校 5年　古市　聖
秋の空はるかかなたへ長打（ちょうだ）かな
 隈府小学校 5年　赤星　颯志（そうし）
稲刈ってちょっぴり秋も終わりかな
 隈府小学校 5年　光堀　聖輝
秋の夜に家族で話す今日のこと
 隈府小学校 5年　白川　美喜
秋にさくさくらの花があるんだな
 龍門小学校 4年　有働　雄（すぐる）
窓開けて明けがたの星庭に霜
 迫水小学校 6年　竹村　英莉

中学校
冬の朝うまく起きれず母の声
　　　　七城中学校 1年　守田　峻也
雨の中アジサイとてもうれしそう
　　　　七城中学校 1年　油布　亜莉紗
中三のいつもとちがう夏休み
　　　　旭志中学校 3年　東　美里
向日葵（ひまわり）で思い出すのは祖父の顔
　　　　旭志中学校 3年　駒田　美幸
七夕（たなばた）に思いを込めた幼い日
　　　　旭志中学校 3年　東　真美
短歌の部
小学校低学年
いちょうのはみどりが黄色にかわったよ上から見たらな
の花ばたけ 菊池北小学校 2年　くら元　みほ
小学校高学年
ドキドキで鏡（かがみ）の前に座（すわ）る僕バリカン
持って身構（みがま）える母
 泗水西小学校 6年　安武　誉志（たかし）
夏の夜星ざ早見を空に向けやっと見つけたわたしの星ざ 
龍門小学校 4年　佐藤　すみれ
中学校
ゆかた着てわたがし食べて花火見て夏の夜空がまぶしす
ぎるよ 旭志中学校 2年　坂本　夕子
青空にカーンと飛んだ白い玉走る姿をふと見つめてた
 旭志中学校 2年　本田　玲奈
霜柱冬になったら現れる今朝もがんばり土持ち上げる
 菊池北中学校 1年　松岡　俊樹
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　迫水小学校（田中真治校長）の全児童 54人とその保護
者が、PTA授業参観日に運動場の南側斜面約 3,600 平方
メートルを活用した「迫水グリーンワールド」に記念植樹
を行いました。
　ハナノキ、トチノキ、ムク、ヒメシャラ、ヤマモミジ、
リンゴ、クリ、ブルーベリーの計 8種類、約 80本の木の
中から、児童ひとりにつき 1本の木が親子によって植え
られました。
　参加した親子は、土手の斜面の草をかき分けて穴を掘り、
木を植えた後にそれを支える木枠を立てるという大変な作
業を、力を合わせて行っていました。木を植えた後は、そ
れぞれの児童が木のそばに自分の名前とともに将来の夢な
どを書いた杭を立て、植えた木への願いを込めました。　
　また、植樹には熊本森林管理署、菊池森林事務所、菊池
地域振興局林務課、菊池森林組合、坂本樹苗園、学校評議
員など、多くの皆さんが協力しました。ご協力ありがとう
ございました。土手の斜面で作業をする親子

　赤星智さん（　 茂藤里）が、平成 19年度緑化環境美化功労者として
知事表彰を受賞し、賞状と記念品の伝達がありました。
　平成 12年から国道 387 号の植樹帯に花壇をつくり、除草や清掃、花
苗植え、施肥作業をほぼ毎日 1人
で行うなど、積極的に環境美化活
動に取り組んでいることが評価さ
れたものです。赤星さんは、菊池
市内で花を植えている人たちとの
情報交換をするのが楽しみで、「通
行する人たちから声をかけられる
のが励みになる」と、毎日楽しみ
ながら四季折々の花を育てていま
す。
　受賞、おめでとうございました。

花壇の整備をする赤星さん（上写真）と表彰状を
受け取る赤星さん（右写真）

　熊本県内で地域の良好な景観形成に大きく貢献している団体など
を表彰する「くまもと景観賞」の部門賞（緑と水の景観賞）に、赤
星集落の「水路のある風景」が選ばれ、表彰されました。水路が地
域の生活にとけ込んでいること、地域の絆の確かさと水路への愛着

が感じられることなどが評
価されたものです。
　集落の中を流れる水路
は、道路からわずか一段下
りた高さを流れており、近
所の主婦が洗い物をし、子
どもたちが水遊びをしたり
と地域の日常生活にすっか
りとけ込んでいます。また、年 2回の地元による除草清掃作業や、毎月 1
回程度のゴミ取りなどが行われ環境維持にも取り組んでいます。
　受賞、おめでとうございました。

第20回くまもと景観賞で赤星集落が部門賞を受賞3/5（水）

赤星集落の中を流れる水路（右写真）と
表彰状を受け取る赤星堰管理委員会
吉野博臣組合長（上写真）

　菊池市に多額の私財の寄付・寄贈をされた、宮
村光幸さん、田村幸治さん・カシコさん夫妻、春
田基八郎さんの 4人が表彰されました。これは、
社会文化の向上発達に関し功績顕著な者に対し
て、その功績をたたえ、市民の社会文化の向上発
達に関する意欲の高揚を図ることを目的とする、
市の表彰規則に基づくものです。4人には、福村
市長から表彰状と記念品が手渡されました。
　今後、寄付・寄贈いただいたものは「豊な水と
緑、光あふれる田園文化のまち」づくりに役立て
られます。
　寄付・寄贈、ありがとうございました。

　旭志地区交通安全推進協議会主催の交通安全・
防犯に関する講演会が、旭志多目的研修センター
でありました。
　この協議会は、旭志の小・中学校、旭志管内の
交通安全協会、交通安全母の会などの地元団体で
組織されているもので、今年度に発足し、子ども
たちやその保護者を対象とした交通安全啓発活動
を行っています。
　講演会では、熊本市尾ノ上地区で「おばパト隊」
と呼ばれる防犯パトロール活動を行っている下川
邦子さんが「子どもたちの安全を守る活動が、実
は自分の生きがいになっている。みんなが元気に
なってくるんです」と熱心に訴えました。
　また、併せて旭志の小・中学校の生徒を対象に
行われた「第 1回旭志地区交通安全標語コンクー
ル」の入選作品の表彰式もありました。54の作
品が入賞作に選ばれ、中でも特に優れた賞に輝いた 4人が代表して賞状と記念品を受け取りました。
　表彰式で表彰された作品は次のとおりです。（敬称略）
会長賞　ちゃんと見て　いっぱいのばした　小さな手　下川ひかり（旭志中）
　〃　　青信号　ふざけてわたると　赤信号　斉藤元樹（旭志小）
菊池地区交通安全協会旭志支部長賞　ヘルメット　タスキとブザーで　身を守る　野口真亜子（旭志中）
旭志交通安全母の会長賞　早起きで　ゆとりの通学　事故防止　谷口美優（旭志小）

2/23（土） 旭志地区交通安全推進協議会講演会開催

「心の癒しと安全・安心」と題してあった講演会

　菊池市わんぱくひろば（菊池市教育委員会主催・菊池市子ども会育成協
議会共催）があり、参加者は心地よい汗を流しました。市内の小学生を対
象に行われたもので、18チーム・約 120人が参加し、ウォークラリー形
式でありました。
　2～ 7人でチームを作り、菊池市中央公民館前をスタート。市民広場
から菊池神社、多目的運動公園、亘公民館、戸崎城址、古耕精舎塾跡、北
宮阿蘇神社を回り、菊池市中央公民館まで帰ってくる約 8kmを参加者全
員が完歩しました。子どもだけのチームや保護者も一緒に参加するチーム
もあり、中には子どもの元気に負け、大人の方が歩き疲れるチームもあり
ました。
　また、運営には菊池市子ども会育成協議会、菊池市青少年育成推進員会、
菊池市体験活動推進協議会、菊池高校、菊池女子高校の皆さんがスタッフ
として協力し、大会を支えました。ご協力ありがとうございました。 チェックポイントでゲームを楽しむ参加者

表
彰
さ
れ
た
４
人
。
左
か
ら
宮
村
さ
ん
、

田
村
さ
ん
夫
妻
、
春
田
さ
ん

2/29（金） 私財の寄付・寄贈者を表彰

3/1（土） 第3回菊池市わんぱくひろば

迫水小グリーンワールドで親子が記念植樹3/2（日）

赤星智さんが緑化環境美化功労者として知事表彰を受賞3/5（水）
○菊
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TOPICS
市民課市民年金係　　☎（25）7211　　七城総合支所市民係　☎（25）1000
旭志総合支所市民係　☎（37）3111　　泗水総合支所市民係　☎（38）2105

　私たちは、熊本社会保険事務局より委嘱を受けて、被保険者の皆さんの自宅を訪問し、国民年金保険料
の収納や年金相談などをお受けする国民年金推進員です。お気軽にご相談ください。
●国民年金推進員とは・・・
•熊本社会保険事務局長が任命した非常勤の国家公務員です。
•熊本社会保険事務局長が発行した身分証明書を携帯しています。
•お伺いするときは、必ず、身分や名前を名乗り、お伺いした目的をお話します。
•夜間や休日にもお伺いすることがあります。
•保険料納付の案内のほか、国民年金保険料をお預かりしたり、国民年金制度の説明などを行っています。

問い合わせ先
　3月 11日（火）に菊池市内の中学校 5校で、3月 21日（金）
に同じく小学校 14 校で、それぞれ卒業証書授与式があり、
中学生 588人、小学生 530人が母校を巣立ちました。
　七城中学校では、宮川伊十校長から 58人の卒業生一人ひ
とりに卒業証書が手渡されました。「皆さんに渡した卒業証
書には 3年間の歴史が刻み込まれています。これから先、苦
しいことやくじけそうなことにあたると思いますが、進むべ
き道を見て、どのようにして歩いていけばよいのかをしっか
りと考えてください。でも、悩みすぎないでください。これ
からの人生に幸多かれと祈ります。卒業おめでとうございま
す」と校長式辞が述べられ、卒業生は最後の言葉に真剣に聞
き入っていました。
　龍門小学校では、吉良智恵美校長から 9人の卒業生にメッ
セージとともに卒業証書が手渡され、「卒業おめでとうござ

います。少ない人数だからこそ深い絆ができたと思います。
中学校では自分の生きる方向を見定めなければいけませ
ん。自分はどう感じたか、どうしたらいいのかを考え、『あ
なたの意思』を持ち、ここで学んだことを活かしてくださ
い。そして多くのことに挑戦してください」と校長式辞が
述べられました。
　「呼びかけと卒業式の歌」では、卒業生が在校生に向かっ
て感謝の言葉をかけ、在校生は語りかけるように励ましの
言葉を送りました。
　式後、大きな拍手を受けながら、卒業生は晴れやかな顔
で慣れ親しんだ学校を後にしました。

菊池市内の中学校・小学校で卒業証書授与式3/11（火）・3/21（金）

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュニ
ティ助成事業により、花房台区に消火栓ボックス、防災ジャン
パー、ヘルメット、防災用かまどセット、救急箱など防災活動
に必要な資機材が整備さ
れました。
　このコミュニティ助成
事業は、宝くじの普及広
報事業費を財源として財
団法人自治総合センター
が助成を行うもので、平
成 18 年 10 月に結成さ
れた「花房台区自主防災
会」の今後の活動の活性
化が期待されます。

宝くじ助成事業で花房台区に自主防災組
織の機材を整備

宮川校長から卒業証書を受け取る七城中の卒業生

◆口座振替の注意点
●口座振替の開始月までは、1～ 2カ月かかります
　口座振替の開始月は、「国民年金保険料口座振替のお知らせ」で通知します。開始月までの保険料は、現
金での納付をお願いします。
※早割制度を利用される場合は、口座振替の開始月からの適用となります。
●早割制度の初回は 2カ月分を振替します
（例）4月に当月末振替（早割）を社会保険事務所で受け付けた場合
 初回の 5月末に 4月分の 14,410 円（定額）と、5月分の 14,360 円（割引後）の 28,770 円が振替 
 されます。

　社会保険事務所では、皆さんの年金受給権を確保するため、国民年金の保険
料の納め忘れがある人を対象に、職員のほか、国民年金推進員が「電話」や「自
宅への訪問」によって、国民年金制度の案内や、保険料の領収・納付の相談を
お受けしています。
　菊池市は私たちが訪問しています。

　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来老齢基礎年金が受けられなくなったり、年金額が
少なくなったりします。また、思わぬ事故や病気のときに、障害基礎年金・遺族基礎年金が受
けられない場合があります。保険料は納期までに納めましょう。

国民年金保険料は納めましたか？

◆国民年金推進員を紹介します

 宮崎奈美 国民年金推進員 松崎勝信 国民年金推進員 

国民年金情報

　菊池市のシンボルとして市民広場にある、日本
一の騎馬像「菊池武光公像」の制作者で、崇城大
学副学長の中村晋也氏が昨年 11月に文化勲章を
受章されました。この像は平成 4年 3月に新し
く整備された市民広場のシンボルとして、中村氏
の手によって 2年以上をかけ完成したものです。
　現在、日本芸術院会員、日本彫刻会理事長で、
文化功労者として顕彰されるなど、日本彫刻界の
トップリーダーとしてその活躍は注目され、大学
では芸術学部長として若手後継者の育成に尽力さ
れています。
　中村氏の作品
は全国にあり、
平成 15 年には
奈良・薬師寺
の「釈迦十大弟
子像」を奉納さ
れるなど、いま
なお制作活動を
続けておられま
す。受章、おめ
でとうございま
した。

「菊池武光公像」の制作者、
中村晋也氏が文化勲章を受章

中村氏制作の
「菊池武光公像」

花房台区に整備された消火栓ボックス（右）
と防災ジャンパー、ヘルメット（右上）

在校生に向かって、お別れの言葉をかける龍門小の卒業生

14｜広報きくち｜2008 APRIL15 広報きくち｜2008 APRIL｜



体
温
を
測
り
、
37
・
５
℃
以
上
の
発

熱
を
認
め
た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け

休
暇
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

直
接
受
診
せ
ず
に
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
で
麻
し
ん
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

他
の
人
へ
の
感
染
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
医
療
機
関
に
知
ら
せ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

医
療
や
環
境
衛
生
が
整
っ
た
時
代

に
生
ま
れ
て
お
り
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
免
疫
以
外
に
、
自
然
の
麻

し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
暴
露
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
１
歳

か
ら
２
歳
ご
ろ
に
受
け
た
ワ
ク
チ
ン

の
効
力
が
十
数
年
を
経
た
年
齢
に
な

り
、
麻
し
ん
免
疫
力
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
分
の
身
の
回
り
に
麻

し
ん
に
罹
患
し
て
い
る
人
が
い
る
場

合
、
毎
朝
、
登
校
ま
た
は
出
勤
前
に

　2月 22日（金）に菊池会場で、2月 28日（木）に七城会場で、
それぞれ 3歳児健診がありました。歯科検診の結果、むし歯が
なかった子どもさんを紹介します。（敬称略）

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがとても重
要です。これからも「甘いものを控えること」、「歯みがきをする
こと」、「歯を強くすること」、「定期健診を受けること」を心がけ、
むし歯ゼロで頑張りましょう。
　今回むし歯があったお子さんは、なるべく早く歯科医院を受診
しましょう。

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子３歳児健診時「むし歯なし」の子

本
ほ ん だ

田　昂
あきら

（　 加恵）

木
き や ま

山琉
る い

聖（　 梶迫）

山
やまかわ

川小
こ な み

南海（　 流川）

田
た し ろ

代嗣
し お ん

恩（　 本村）

安
やすなが

永美
み さ き

咲（　 蟹穴）

内
う ち だ

田来
く る み

海（　 雇用促進）

坂
さかもと

本弥
み ゆ

優（　 下西寺）

七
城
会
場

新
しんごう

郷太
だ い き

基（　 中町）

城
じょう

　琉
りゅうし

之（　 戸城）

堀
ほりもと

本琢
た く ま

真（　 下赤星）

米
よねやま

山　優
ゆう

（　 上赤星）

小
こ ま き

牧　舞
まい

（　 富納）

菊
池
会
場

○菊

　

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
有
無

を
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
で
麻

し
ん
に
か
か
っ
て
い
な
い
人
は
、
な

る
べ
く
早
く
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
の
予
防
接
種
に
該

当
す
る
人
以
外
は
任
意
接
種
と
な
り
、

接
種
費
用
は
自
費
と
な
り
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
の
「
平
成
20
年
４
月
１

日
か
ら
「
麻
し
ん
」
と
「
風
し
ん
」

の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
！
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

毎
朝
、
登
校
前
に
自
宅
に
て
体
温

を
測
り
、
37
・
５
℃
以
上
の
発
熱
を

認
め
た
場
合
は
、
必
ず
理
由
を
学
校

に
報
告
の
上
、
で
き
る
だ
け
欠
席
し

て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
校
内
で
１
人
で
も
発
生
し
て

い
る
場
合
は
、
欠
席
し
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎（
Ｓ

Ｓ
Ｐ
Ｅ
）
と
い
う
慢
性
に
経
過
す
る

脳
炎
は
約
５
万
例
に
１
例
発
生
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
麻
し
ん
に
か
か
っ
た

人
は
、
数
千
人
に
１
人
の
割
合
で
死

亡
す
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は
、

空
気
感
染
、飛
沫
感
染
、直
接
接
触
で
、

そ
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、
免
疫

を
持
っ
て
い
な
い
人
が
感
染
す
る
と
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
発
症
し
ま
す
。

※
空
気
感
染
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
が
空
気
中
に
飛
び
出
し
、
１
ｍ

を
超
え
て
人
に
感
染
す
る
こ
と
で

す
。

　

潜
伏
期
間
は
、
平
均
10
日
前
後
、

発
疹
発
現
ま
で
約
14
日
で
す
。

　

感
染
期
間
は
、
平
均
す
る
と
発
疹

出
現
４
日
前
か
ら
出
現
後
５
日
ま
で

で
、
特
に
カ
タ
ル
期
が
最
も
感
染
力

が
強
く
な
り
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
行
う
こ
と
と
、
感
染
者
と

の
接
触
を
避
け
る
こ
と
で
す
。

　

発
熱
、
せ
き
、
鼻
水
、
め
や
に
、

発
疹
（
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
円
形
で
な

く
不
正
形
で
次
第
に
融
合
し
、
網
目

状
に
な
る
）
を
主
症
状
と
し
ま
す
。

　

一
般
的
に
麻
し
ん
の
症
状
は
、
カ

タ
ル
期
、
発
疹
期
、
回
復
期
の
３
つ

の
時
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
典
型
的

な
経
過
を
と
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
）。

○
カ
タ
ル
期

　

３
〜
４
日
の
発
熱
と
と
も
に
咳
、

鼻
汁
、
く
し
ゃ
み
、
目
や
に
、
眼が

ん
け
ん瞼

結け
つ
ま
く
じ
ゅ
う
け
つ

膜
充
血
、
ま
ぶ
し
さ
を
訴
え
ま
す

（
こ
の
時
期
の
感
染
力
が
最
も
強
い
）。

○
発
疹
期

　

カ
タ
ル
期
の
発
熱
が
や
や
下
降
し

た
こ
ろ
再
び
高
熱
が
出
て
、
症
状
が

さ
ら
に
ひ
ど
く
な
り
、
麻
し
ん
特
有

の
発
疹
が
全
身
に
出
現
し
ま
す
（
典

型
的
な
麻
し
ん
の
場
合
）。

○
回
復
期

　

発
熱
は
次
第
に
下
降
し
、
発
疹
も

退
色
し
、
落ら
く
せ
つ屑
（
発
疹
が
あ
っ
た
場

所
の
皮
膚
の
皮
が
は
げ
落
ち
る
）
を

見
ま
す
。

●
主
な
合
併
症

　

気
管
支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳

炎
が
あ
り
ま
す
。
患
者
１
０
０
人
中
、

中
耳
炎
は
約
７
〜
９
人
、
肺
炎
は
約

１
〜
６
人
に
合
併
し
ま
す
。
脳
炎
は

約
１
、０
０
０
人
に
２
人
の
割
合
で

発
生
が
み
ら
れ
ま
す
。

感
染
経
路

　麻しん（はしか）は、麻しんウイルスによって引き
起こされる小児期に多い急性の感染症として知られて
います。しかし、今年に入ってから 10代～ 20代の
若年者間での感染が多くみられ、全国の麻しん患者の

報告数が2,200人にのぼり流行の兆しが出ています。
　例年、春先から初夏にかけて流行し、5月ごろに最
盛期を迎えることから、感染の拡大を防ぐために一層
の注意が必要です。

問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）7219

予
防
法

潜
伏
・
感
染
期
間

に注意しましょう

症
状

■
学
生
の
皆
さ
ん
へ

長
ながしお

塩幸
ゆ き な

奈（　 岡田）

松
まつもと

本智
さ と み

美（　 新古閑）

○七七
城

○菊
○七
○七
○七

○七
○七

○七

○菊

○菊

○菊

○泗

平成 18年度から、麻しん風しん混合ワ
クチンによる 1期、2期の 2回接種が
導入されました。
　昨年、10 代～ 20 代の年齢層を中心
として麻しんが流行し、多くの高校や大
学が休校する事態となりました。その原
因は、麻しんの予防接種を受けていな
かった人や、受けても十分な免疫を保有

していない人が集団生活の環境下に一定
程度いたため、麻しんの感染が拡大した
ことが分かりました。
　そこで、平成 20年度～平成 24年度
までの 5年間、3 期（中学 1年生に相
当する年齢）と 4 期（高校 3年生に相
当する年齢）が定期予防接種として追加
されました。

※ 2 期、3期、4期の対象者には、個別通知にてお知らせする予定です。

■
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合

■
18
歳
以
上
か
ら
20
歳
代
、

　

30
歳
代
の
皆
さ
ん
へ

■
具
体
的
に
は
、
次
の
こ
と
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い

「麻しん」と「風しん」の
予防接種が変わります！

平成20年

４月１日
から     

麻しん
（はしか）

健康だより

●麻しん風しん予防接種対象者（定期）
○ 1 期 ･････生後 12カ月～生後 24カ月未満
○ 2 期 ･････小学校入学前の 1年間（4月 1日～翌年 3月 31日まで） 
　　　　　にある人
○ 3 期 ･････中学 1年生（中学 1年生の年齢に相当する人）
○ 4 期 ･････高校 3年生（高校 3年生の年齢に相当する人）

○七
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新着図書情報

乳と卵 川上未映子　著
　姉とその娘が大阪からやって来た。39歳の姉は豊胸手術が目
的らしい。中学の姪は半年前から言葉を発するのを止めたらし
く意思表示は「筆談」でのみ。アパートの一室で 3人の不可思
議な夏の 3日間が始まる。大阪弁のノリのよさと、独特の文体
で描かれた何かと話題の第 138回芥川賞受賞作。

阪急電車 有川浩　著
　西宮北口方面行きの電車には停車する各駅ごとにストーリー
がある。恋の始まり、別れの兆し、新たな一歩を踏み出す勇気
が・・・。「袖刷りあうも多情の縁」心の中を覗いて見れば誰し
もが抱える悩みをバトンリレーのように誰かを救ってゆく。電
車は人数分の人生を乗せて今日も走る。心温まる連作小説。

星新一 一〇〇一話をつくった人 最相葉月　著
　膨大な数のショートショートを書き、教科書にも
作品が採用されたSFの大家星新一。大企業星製薬
の御曹司として生まれた彼に終生つきまとった負の
遺産とは。著者は、遺品の日記・草稿・手紙・関係
者への丹念な取材により知られざる壮絶な姿を浮き
彫りにした。各メディアで絶賛された本格評伝。

本日、東京ロマンチカ 中野翠　著
　「もったいない」が、流行るなら「みっともない」も流行らせ
よう。胸をすく語り口で世相を斬る。映画・本についてはもと
より熊本ネタでは「おやじバンド」や「こうのとりのゆりかご」
の難問まで登場する。「サンデー毎日」に連載コラムをまとめた
一冊。

23時帰宅でつくる健康ごはん 若林理砂　著
　あたり前でありふれた食材を使って、自分のカラダとココロ
にぴったり合うように自分でつくる「健康ごはん」。どんなに忙
しく働く一人暮らしの人でも、無理なく続けられる！人気のカリ
スマ鍼灸師が教える、おいしくて簡単な、健康お悩み解決レシピ。

だまし博士のだまされない知恵 安西育郎　著
　いまや「日本だまし列島真盛り」。エセ科学、霊感商法、振り
込め詐欺、心霊手術など。テレビでも活躍する「だまし博士」が、
だまされる不思議を科学の目で解き明かす。実生活にひそむだま
しに気づき、だまされないためのアドバイス。

小さなお城 ユーリー・ワスネツォフ　絵 /サムイル・マルシャーク　文
　カエル、ネズミ、オンドリ、ハリネズミの 4匹が楽しく暮ら
しているお城にオオカミとキツネとクマがやってきた！小さな
動物たちが知恵を絞り悪い動物にたちむかう。民話をもとに・
子ども向けに書かれたマルシャークの戯曲「小さなお城」を、3
びきのくまで有名なワスネツォフの美しい挿絵で描いたロシア
の古典的名作絵本。

チェスト！がんばれ薩摩隼人 登坂恵里香　原作
　夏休み、小学校生活最後の「錦江湾横断遠泳大会」に出るこ
とになった隼人は、大きな悩みをかかえている。実は、まった
く泳げないのだ。父親は釣り船の船長で、海の男だ。その息子
が泳げないなんて、絶対言えない。みんなは毎日練習してるの
に、どうしよう！2008年公開映画の児童向け原作本。

トンネル ロデリック・ゴードン /ブライアン・ウィリアムズ　著
　ロンドンに暮らす 14歳の少年ウィルは、ある日、忽然と姿を
消した父親が密かに掘り進めていたトンネルを発見する。親友
のチェスターとともに、故意にふさがれたトンネルを掘り直し、
父親の捜索に乗り出した彼らが見つけたものとは？イギリスで
話題沸騰のダークファンタジー。

異譚・千早振る 鯨統一郎　著
　関東近郊の若殿だった男は、記憶を無くし、熊という名で江戸下
町の粗忽長屋に住むようになった。少し抜けている長屋の人々が、
江戸幕府転覆となるきっかけを偶然にも作っていた？！まんじゅ
うこわい、目黒のさんま、時そばなどの古典落語をもとにコミカ
ルに描かれた時代ミステリー小説。

泗水図書館

中央公民館図書室

おいしい水　きれいな水 橋本淳司　著
　ミネラルウォーターや浄水器の基礎知識から、高度浄水処理
技術や下水処理のメカニズム、水不足と地球環境問題までまるご
と解説！水道水をおいしく飲む方法、家庭で簡単にできる節水方
法など、知っているようで知らない「水」の最新知識をイラスト
で図解。

人生いつしかたそがれてわずかに残るうすあかり
やなせたかし　著

　幸福・夢・はにかみ・・・。ユーモラスでありながらもどこ
か物悲しい、一作が約 7行の短い詩集。「アンパンマン」でおな
じみ、現在も絵本や童話で活躍するやなせたかしによるイラス
トと大きな活字で読みやすい一冊。

宮本輝全短篇　上・下 宮本輝　著
　自身の幼少期を描いたデビュー作「泥の河」、
芥川賞を受賞した「螢川」、一日に五千回ぐらい、
死にたくなったり、生きたくなったりするという
男との奇妙な友情を描いた「五千回の生死」など。
作家生活 30年を迎えた宮本輝の代表作から単行
本未収録作品まで全 39編を収録。

あめだまをたべたライオン 和田誠　絵 /今江祥智　文
　ある日、空からおちてきた黄色い玉をのみこんでしまい、子
猫のような声になってしまったライオンのルル。穴の中でお腹
をすかせているところを、子うさぎに助けられます。声が変わっ
てしまったがゆえに、食べる、食べられる関係が逆転し、弱き
ものにたすけられていくユーモラスな絵本です。1976年刊の再刊。

火は早めに消さないと トルストイ原作 /小林豊　画
　たった一個の卵をめぐって、仲良く隣り合ってくらしていた
イワンとガブリーロの家が、とげとげしい関
係となり、ついには隣家に放火し、村の半分
を焼く大火事となる。むさぼりを戒め、もめ
ごとになる前に相手をゆるし、ちいさいうち
に芽を摘めと教える。深いメッセージにみち
た絵本。

ワンちゃん 楊逸（ヤン・イー）　著
　「王 愛勤」この名前のせいか 14歳から働きどうしで、ダメ亭
主に金を巻き上げられては働くハメに。生まれ変わろうと日本
人と再婚し国籍を得て「木村　紅（くれない）」となる。さては
人助けと独身男を中国へ連れて行き見合いツアーを仕切るのだ
が・・・。初の中国人作家登場で話題の芥川候補作。

二本指のピアニスト
ウ・カプスン　著

　22年前にあざらし型奇形児としてこの世に生を
受けた娘。「私、指が 2本づつで感謝している。そ
うでなければ、皆がこんなに感動してくれたりし
ない。」ないものにこだわってはいけない。あるも
のをどうやって生かしていけばいいのか。世界で
一番小さいピアニストの母が綴った戦いの日々。

7日だけのローリー 片山健　著
　ある朝、家の前にいた見知らぬ犬。おとうさ
んとぼくは、近所の人に聞いてまわったが、誰
も知らない。そこで、一週間だけぼくの家で預
かることにした。張り紙や看板を作って探した
が、なかなか飼い主は見つからない。そして、
約束の一週間目の朝になったが・・・。

ブランケット・キャッツ 重松清　著
　2泊 3日、毛布付き。我が家にレンタル猫がやっ
てきた。それは子どものいない夫婦が新しい家族の
一員に迎えるための予行演習だった。本音を言い合
わないことで保っていた 2人に変化が・・・。いま
を生きる孤独と救済を描いた猫とひとの物語全7編。

そこに日本人がいた！ -海を渡ったご先祖様たち -
熊田忠雄　著

　アフリカの小島から南米の果てまで、幕末・明治期に海を越え、
新天地めざして外国へ旅だった若者たち。苦難の中にも日本人
としての誇りを忘れることなく、自らの力で逆境を切り拓きし
たたかに往き抜いた。世界各地での先人たちの足跡をたどる面
白歴史秘話。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 ４月の予定
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日
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吉かほるさん
（泗水小５年）

子ども読書イベント　
と　き　4月 29日（火）
ところ　泗水図書館
　「子ども読書週間」に合わせたイベントを開催し
ます。詳しくは図書館で配布しているチラシをご覧
ください。（泗水図書館）

お楽しみ会
　4月 20日（日）午後 2時からのお楽しみ会は「大
型絵本作り（共同制作）」です。みんなで作った作
品は子ども読書イベントに展示します。
（泗水図書館）

「おはなしの部屋」がスタートします！
毎月第 4金曜日（午前 11時～）
　4月から赤ちゃんとお母さんのためのおはなし会
をスタートします。スタッフによる小さなお子さん
のためのおはなし会です。お気軽にお越しください。
（泗水図書館）

小川未明の誕生日
　日本のアンデルセンと呼ばれた童話作家・小川未
明。1882（明治 15）年 4月 7日に新潟県で生ま
れました。筆名である「未明」とは、恩師である坪
内逍遥につけてもらいました。小説の発表もして
いましたが、1926（大正 15）年に童話だけを書
いていくという宣言をし、童話制作に専念しました。
一千作以上の作品を発表し、代表作には、平和を愛
する気持ちが強く描かれた「野ばら」、人間に憧れ、
その優しさを信じた人魚が、人間に裏切られる様子
を描いた「赤いろうそくと人魚」などがあります。
日本児童文学者協会の初代会長を務め、文化功労賞
を受賞しました。（中央公民館図書室）

ブ
ル
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン

新
堂
冬
樹　

著

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

1 火
2 水
3 木
4 金
5 土 閉室日
6 日 閉室日 閉室日 閉室日
7 月 休館日
8 火
9 水
10 木
11 金

12 土
きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日
しすいっ子
童話会のおは
なしかい　
11:00 ～

13 日 閉室日 閉室日 閉室日
14 月 休館日
15 火 閉室日
16 水
17 木
18 金

19 土 閉室日
古典を楽しむ
会
14:00 ～

20 日 閉室日 閉室日 閉室日 お楽しみ会
14：00～

21 月 休館日
22 火
23 水
24 木

25 金 おはなしの部
屋　11:00 ～

26 土
きくちおはな
しのもりおは
なしかい
10:30 ～

閉室日
しすいっ子
童話会のおは
なしかい
11:00 ～

27 日 閉室日 閉室日 閉室日
28 月 休館日

29 火 閉室日 閉室日 閉室日
子ども読書
イベント
10:00 ～

30 水 休館日

18｜広報きくち｜2008 APRIL19 広報きくち｜2008 APRIL｜



せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

２
月
例
会

二
歳
児
の
謎
め
く
絵
描
く
日ひ

な
た向
縁え

ん 

五
丁　

義
昭

冷
え
び
え
と
き
さ
ら
ぎ
の
月
反そ

り
返
り 

寺
本　

和
子

薄う
す
ら
い氷
を
つ
つ
き
金
魚
の
浮
き
沈
み 

服
部　

静
子

ヘ
ル
パ
ー
の
今
日
よ
り
替か

わ

り
日ひ

あ
し脚
伸
ぶ 

坂
本
ま
つ
え

水み
ず
も
ち餅
を
掬す

く

ふ
終
り
の
一
つ
か
な 

藤
本　

邦
治

晩ば
ん
ぺ
い
ゆ

白
柚
捥も

げ
ば
撓た

わ

み
し
枝
の
撥は

ね 

渡
辺
満
喜
子

豆
撒
き
の
豆
煎い

り
呉
れ
し
夫つ

ま

な
り
し 

村
山　

数
恵

家
具
の
位
置
変
へ
て
つ
ま
づ
く
春
隣 

渡
辺
ふ
み
子

風
邪
の
児
の
切
れ
切
れ
唱
ふ
雛
の
歌 

藤
本
ア
ツ
子

奥
球
磨
の
古
き
慣な

ら

は
し
し
ゅ
ん
な
め
じ
ょ 

内
村　

泊
虹

静
寂
の
街
に
ハ
ラ
ハ
ラ
積
も
る
雪 

渡
辺　
　

宏

初
旅
の
決
り
て
今
日
の
会
議
終
ふ 

渡
辺　

白
魚

ぽ
か
ぽ
か
と
春
を
感
じ
る
昼
下
が
り（

中
二
）
渡
辺　

一
史

朝
の
う
ち
は
寒
い
が
昼
は
も
う
春
だ（

中
二
）
渡
辺　

大
寿

肥
後
狂
句
水
笑
会
　

２
月
例
会

歯
の
痛
む　

ま
る
で
ロ
ダ
ン
の
像
み
た
い 

清
原　

英
坊

ス
ー
パ
ー
で　

こ
ろ
り
献
立
替
え
ら
し
た 

井
手　

水
光

す
み
ま
せ
ん　

も
う
先
約
の
あ
る
デ
ー
ト 

神
尾　

凡
骨

す
み
ま
せ
ん　

あ
な
た
に
言
え
ん
夢
を
見
た 

吉
岡　

三
水

も
う
や
め
た　

つ
る
っ
ぱ
げ
に
は
無
か
薬 

続　
　

義
昭

も
う
や
め
た　

言
う
た
そ
の
日
に
た
つ
煙 

宮
上　

美
由

ス
ー
パ
ー
で　

安
売
り
買
う
て
腐
ら
せ
た 

御
手
洗
三
代

ス
ー
パ
ー
で　

挨
拶
し
た
が
誰
だ
ろ
か 

柏
原　

乗
仏

ス
ー
パ
ー
で　

夕
飯
し
ゃ
買
う
ち
う
っ
ち
ょ
こ
か 

平
井　

江
彩

も
う
や
め
た　

日
帰
り
ツ
ア
ー
は
つ
ん
な
え
ん 

中
島　

五
女

歯
の
痛
む　

豆
腐
や
わ
め
に
炊
い
て
く
れ 

山
隈　

好
茶

七
城
短
歌
会
　
　
　

２
月
詠
草

芽
吹
き
た
る
桃
の
畑
に
春
雪
が
優
し
く
舞
ひ
て
地
に
は
と

ど
か
ず 

下
川　

つ
ぎ

仕
舞
ひ
い
る
遺
品
に
亡つ

ま夫
が
用
あ
ら
ば
宅
急
便
に
て
送
り

て
や
ら
む 

岩
崎　

照
代

抵
抗
レ
バ
ー
ひ
と
目
盛
り
強
に
進
め
て
は
白
度
を
確
か
む

寒
中
の
精
米 

佐
　々

重
弘

師
の
君
の
愛
で
し
寒
梅
ほ
こ
ろ
び
て
ほ
ん
の
り
香
る
マ
ク

ヤ
の
庭
に 

水
田
紗
陽
子

寒
風
に
畑は

た

畔く
ろ

耕
て
ば
冬
草
は
根
の
張
り
強
く
鍬
よ
せ
つ
け

ず 

高
木　
　

精

清
か
ら
ぬ
憂
世
清
め
て
降
る
如
く
雪
は
激
し
く
虚
空
舞
い

来
る 

松
岡
ミ
チ
エ

口
こ
み
は
鳥
の
世
界
も
あ
る
ら
し
き
熟
れ
柿
数
多
今
日
食

べ
尽
く
す 

木
下　

陽
子

こ
ぬ
か
雨
麦
藁
帽
子
に
受
け
な
が
ら
今
だ
に
去
ら
ず
春
の

畑
に 

村
上　

幾
雄

微
か
な
る
音
立
て
て
ゐ
る
古
時
計
吾
の
聞
く
耳
遠
く
な
り

せ
ば 

池
田　

禮
子

針
に
糸
の
難
無
く
通
る
嬉
し
さ
に
時
を
忘
れ
て
ポ
ー
チ
を

つ
く
る 

堀　
　

甲
子

旭
志
文
芸
俳
句
会
　

２
月
詠
草

わ
れ
よ
り
も
背
を
超
す
孫
に
お
年
玉 

芹
川　

蓉
子

山
茶
花
の
一
輪
の
彩
参
道
に 

水
谷　

ミ
ネ

初
御
堂
飛
機
爆
音
も
爽
や
か
に 

東　
　

芳
子

年
始
め
、
夜
半
の
雷
鳴
近
く
見
え 

郷　

ミ
ヤ
子

孫
の
鉢
一
番
咲
き
と
ふ
桜
草 

中
尾
ヨ
シ
コ

除
夜
の
鐘
つ
つ
が
な
く
年
重
ね
け
り 

出
田
み
ど
り

広
報
文
芸
き
く
ち

高
齢
者
大
学
文
芸
部

３
月
歌
会

春
へ
む
か
ふ
通
過
点
か
と
一
日
を
書
類
散
ら
し
て
申
告
書

を
書
く 

山
代　

静
子

自
給
率
四
割
満
た
ぬ
国
と
な
り
餃
子
事
件
の
警
鐘
は
鳴
る 

 

宮
本　

幸
子

鉢
植
の
部
屋
に
置
き
た
る
福
寿
草
黄
金
の
色
の
二
輪
が
咲

き
ぬ 
安
東　

綾
子

草
む
ら
に
余
光
と
ど
め
つ
山
の
端
に
吸
は
る
る
ご
と
く
冬

日
落
ち
ゆ
く 

中
川　

愛
子

天
網
の
枝
広
げ
た
る
椋
老
樹
冬
眠
続
く
如
月
の
日
々

 

北
村　

玉
恵

「
あ
の
一
言
言
は
ね
ば
よ
か
っ
た
」
寒
の
夜
眠
れ
ぬ
ま
ま

に
外
は
し
ら
み
初
む 

山
田　

弘
子

病
む
夫
の
育
て
し
シ
ン
ビ
競
ふ
が
に
花
芽
つ
け
を
り
春
は

間
近
し 

中
原　

光
子

小
鳥
ら
に
啄
ま
れ
た
る
金
柑
の
一
つ
を
食
め
ば
甘
さ
広
が

る 

山
城　

雅
子

つ
つ
が
な
く
過
ご
せ
し
今
日
の
有
り
難
く
両
手
を
合
は
す

仏
壇
の
前 

中
村
ト
メ
子

足
取
り
の
い
と
軽
や
か
に
下
校
の
子
何
か
よ
き
こ
と
あ
り

し
風
情
に 

梅
野
カ
ヲ
ル

万
句
の
里
俳
句
会
　

２
月
句
会

玉
の
ご
と
生
れ
て
き
に
け
り
福
寿
草 

丸
山
美
代
子

推す
い
せ
ん薦
を
得
て
大
試
験
免ま

の

が
る
る 

岩
木　

敬
治

折せ
っ
か
く角
の
探
梅
た
れ
ぞ
雨
女 

打
出　
　

貞

雛ひ
な

飾
る
家
族
増
え
た
る
心
地
し
て 

隈
部　

輝
子

白
梅
や
在
り
し
日
の
父
彷ほ

う
ふ
つ彿
と 

田
島　

房
子

和
装
せ
る
乙
女
の
立
ち
居
針
供
養 

加
藤　

妙
子

点
に
な
り
漂
ふ
鴨
の
湖う

み

光
る 

北
村　

妙
子

遠
山
に
残
雪
淡
く
光
り
け
り 

平
山　

邦
子

も
の
の
芽
の
ほ
つ
ほ
つ
目
覚
む
昨よ

べ夜
の
雨 

宮
本　

雅
子

雨
音
の
春
の
調
べ
と
な
り
て
ゆ
く 

林　

ま
つ
子

さ
ら
さ
ら
と
煌き

ら

め
き
流
る
春
の
水 

冨
田　

幸
子

新
校
舎
か
け
合
ふ
声
や
寒
稽
古 

茨
木　

幸
子

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

い
も
焼
酎　

父
の
位
牌
が
待
っ
と
ろ
う 

小
川　

繁
美

物
足
ら
ん　

主
人
は
ま
る
で
下
宿
人 

狩
野　

本
六

こ
ら
ど
う
し　

花
嫁
が
逃
げ
出
ァ
た
は
ず 

高
倉　

新
米

物
足
ら
ん　

花
見
し
よ
ら
す
禁
酒
会 

田
尻　

浩
風

こ
ら
ど
う
し　

も
う
追
い
つ
か
ん
孫
の
足 
須
藤　

新
生

人
事
異
動　

枕
濡
ら
さ
す
左
遷
組 
光
堀　

善
教

物
足
ら
ん　

洗
濯
板
の
ご
た
る
胸 

窪
田　

明
徳

そ
の
結
果　

同
体
と
見
て
取
り
直
し 

田
中　

孝
幸

物
足
ら
ん　

無
期
じ
ゃ
納
得
せ
ん
遺
族 

東　
　

栄
次

い
も
焼
酎　

今
や
ブ
ー
ム
は
全
国
区 

北
村　

竹
刀

こ
ら
ど
う
し　

ど
こ
も
か
し
こ
も
工
事
中 

藤
由　

藤
紫

物
足
ら
ん　

怒
り
も
し
な
い
パ
パ
と
マ
マ 

藤
野　

清
子

泗
水
短
歌
会
　
　
　

２
月
詠
草

霜
ま
し
ろ
登
校
の
児
ら
時
間
帯
面
伏
せ
つ
つ
も
足
ど
り
早

し 

福
原
美
智
子

四
日
臥
し
む
つ
き
い
ち
ま
い
汚
さ
ず
に
逝
き
に
し
亡
夫
へ

今
更
に
謝
す 

内
田
つ
ね
代

校
歌
祭
年
代
交
え
い
ざ
歌
わ
ん
母
校
の
歌
の
高
ら
に
響
く 

 

高
藤
タ
ツ
ノ

遠
阿
蘇
の
白
銀
の
嶺
輝
く
を
見
つ
つ
散
歩
の
足
ど
り
軽
し 

 

中
山　

定
子

羊
羹
に
惹
か
れ
正
座
せ
る
遠
き
日
の
吾
を
顕
た
す
か
茶
室

の
映
像 

長
尾
は
る
み

五
分
咲
き
の
白
梅
一
枝
仏
前
に
供
え
て
亡
夫
に
春
を
告
げ

た
り 

平
嶋
き
く
え

朝
明
け
の
冷
た
い
空
気
に
触
れ
な
が
ら
鞍
岳
仰
ぎ
心
の
癒

ゆ
る 

宮
本　

峯
子

バ
レ
ン
タ
イ
ン
と
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
亡
夫
に
届
く
送
り
た

る
娘
の
思
ひ
頂
く 

増
田
久
美
子

日
日
続
く
寒
さ
に
暇
を
も
て
余
し
綾
の
小
路
の
テ
ー
プ
に

笑
ふ
も 

大
島　

き
と

広
報
文
芸
き
く
ち
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75
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
の
人

と
、
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
65
歳
以
上
の
人

を
含
む
）
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
人

を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ
う
利
用
券

の
交
付
を
行
い
ま
す
。

　

利
用
券
の
交
付
を
受
け
る
際
は
、

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
ま

た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
窓
口
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
75
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
の
人

•
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な
い

人
•
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

※
一
世
帯
に
対
し
、
年
間
40
枚
が

交
付
さ
れ
ま
す
（
必
要
が
あ
る
場

合
は
20
枚
ま
で
追
加
交
付
で
き
ま

す
）。

●
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
65
歳
以
上
の
人
を
含

む
）
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
人

•
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
未
納

が
な
い
人

•
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

印
鑑

※
一
人
に
対
し
、
年
間
30
枚
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

指
定
を
受
け
た
は
り
・
き
ゅ
う
院

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
国

保
・
医
療
給
付
係
、
各
総
合
支
所　

民
生
課

　

平
成
20
年
４
月
施
術
分
か
ら
、
保

険
適
用
分
の
柔
道
整
復
師
、
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

指
圧
師
の
施
術
に
か
か
る
療
養
費
が
、

新
た
に
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　

施
術
所
か
ら
の
必
要
事

項
の
記
入
が
あ
る
領
収
書
を
持
参
い

た
だ
く
か
、
助
成
申
請
書
に
証
明
を

受
け
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額　

一
施
術
所
の
１
カ
月
分
の

一
部
負
担
金
か
ら
１
、０
２
０
円
を

差
し
引
い
た
額
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
国

保
・
医
療
給
付
係
、
各
総
合
支
所
民

生
課

　
「
電
話
お
願
い
手
帳
」
と
は
、
耳

や
言
葉
の
不
自
由
な
人
が
、
外
出
先

で
電
話
を
か
け
た
い
と
き
に
、
用
件

や
連
絡
先
を
書
い
て
「
私
の
代
わ
り

に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願

い
す
る
と
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
菊
池
市
に
「
電
話

お
願
い
手
帳
」
２
１
０
部
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
手
帳
は
、
菊
池
市
役
所
福
祉

課
窓
口
、
各
総
合
支
所
民
生
課
窓
口

に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係

●
す
く
す
く
ク
ラ
ブ

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
育
園
・

幼
稚
園
に
行
っ
て
い
な
い
未
就
園
児

を
お
持
ち
の
親
子
を
対
象
に
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
、
手
遊
び
、

お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
度
、
遊
び
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
？

と　

き　

毎
週
火
曜
日
（
予
定
）

と
こ
ろ　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン

タ
ー
２
階

※
月
に
よ
っ
て
は
変
更
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
毎
月
の
広
報
紙
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
活
動
日
意
外
で
も
自
由
に
利
用
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
児
童
セ
ン

タ
ー　

☎
（
24
）
３
４
７
２

　月：大人のニキビ

　火：中年期のうつ病

　水：糖尿病と抜歯

　木：歯科治療、
　　　保険と保険外の違い

　金：夜、眠れない方へ

土日：加齢による膝関節の
　　　痛みを予防するには？

 4月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
利
用
の

皆
さ
ん
へ

重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
受
給
資
格
者
の

皆
さ
ん
へ

N
T
T
西
日
本
よ
り「
電

話
お
願
い
手
帳
」が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た

児
童
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
？

と　き　4月 20日（日）
　　　　午前 9時 30分開場
ところ　菊池養生園診療所
テーマ　「いのち・心・からだ」
内　容　講演会（午前 10時開
演・講師 : 安保徹氏（新潟大学大学院教授）・演題 : 病
気にならない生き方革命）、養生市、健康展、特別企画
～インド舞踊「月の舞オリッシー」～ほか
問い合わせ先　菊池養生園　☎（38）2820

　平成 19年 9月末時点で国民健康保険に加
入し、特別徴収に該当する皆さんへ平成 20
年度分の後期高齢者医療保険料仮徴収額決定
通知を含む、後期高齢者医療保険料納入通知
書兼特別徴収開始通知書を送付します。
　後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者
一人ひとりに負担していただきます。原則と
して年金からの差し引き（特別徴収）ですが、
年金が年額 18万円未満の人や後期高齢者医
療保険料と介護保険料との合計が年金額の 2
分の 1を超える人は、個別に市町村の窓口
に納める（普通徴収）ことになります。
　今回の通知対象以外の普通徴収の人には、
口座振替の申込書を送付しますので、今後の
「特別徴収」「普通徴収」の納付方法に関わら
ず、申込書の提出をお願いします。
問い合わせ先　
健康推進課国保・医療給付係、各総合支所民
生課
または　熊本県後期高齢者医療広域連合
☎ 096（368）6511

「特別徴収」対象
の 皆 さ ん に
通知書を送ります

後期高齢者医療

2008年養生園祭

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
受
け
付

け
を
始
め
ま
す
。
助
成
を
受
け
ら
れ

る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
申
請
時
に
お
い
て
国
保
加
入
期
間

が
３
カ
月
以
上
の
人

•
受
診
時
に
お
い
て
満
年
齢
が
30
歳

か
ら
69
歳
ま
で
の
人

•
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

•
受
診
結
果
を
保
健
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
人

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

〜
９
月
30
日
（
火
）

受
診
期
間　

10
月
30
日
（
木
）
ま
で

申
し
込
み
方
法　

市
役
所
本
庁
、
各

総
合
支
所
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　

健
康
推
進
課
か
ら
次
に
該
当
す
る

人
に
、
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
証

①
65
歳
以
上
の
退
職
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
本
人
ま
た
は
そ
の
被
扶

養
者

②
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
前
期
高
齢

者
で
１
割
負
担
の
人
（
現
役
並
み

所
得
者
「
３
割
負
担
」
除
く
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
65
歳

以
上
で
一
定
以
上
の
障
が
い
を
お

持
ち
で
、
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　

前
記
に
該
当
す
る
人
に
、
３
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
新
し
い
保
険

証
を
「
配
達
記
録
」
と
い
う
方
法
で

お
送
り
し
ま
し
た
。
ま
だ
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
は
、
菊
池
市
役
所
健
康

推
進
課
、
各
総
合
支
所
民
生
課
で
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
身
分
証

明
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
、

各
総
合
支
所　

民
生
課

国
保
の
学
生
用
保
険
証
（
マ
ル
学
保

険
証
）
の
交
付

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
人
が

就
学
の
た
め
に
親
元
を
離
れ
る
（
市

外
へ
住
民
票
を
移
す
）
場
合
は
、
菊

池
市
の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
の
人
は
、
次
の
も
の
を
お
持

ち
の
上
、
各
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
証
▼
印
鑑
▼
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証

就
職
な
ど
に
よ
り
社
会
保
険
（
厚
生

年
金
）
に
加
入
し
た
皆
さ
ん
へ　

　

国
保
に
加
入
中
の
人
が
社
会
保
険

に
加
入
し
た
場
合
に
は
、
国
保
の
保

険
証
を
返
却
し
、
そ
の
資
格
を
喪
失

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
併
せ
て
厚
生
年
金
へ
加
入

し
た
人
は
、
そ
の
資
格
手
続
き
も
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
次
の
も
の
を
お
持

ち
の
上
、
各
窓
口
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
証
▼
社
会
保
険
証

▼
年
金
手
帳
▼
印
鑑

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

健
康
推
進

課
国
保
・
医
療
給
付
係
、
各
総
合
支

所
民
生
課

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

と　き　4月 20日（日）
午前 9時 30分～午後 2時
ところ　
菊池養生園（養生園祭会場内）
内　容　400ml 献血
　現在、400ml 献血の需要が
大変大きくなっています。ま
た、薬を飲んでいる人でも、献
血をお願いできる場合もありま

す。皆さんの温かいご協力をお
願いします。
　献血の安全性向上のため、運
転免許証などの身分証明証によ
る本人確認をお願いしています。
また、献血カードを持っている
人は、一緒に持参してください。
問い合わせ先　
健康推進課健康推進係

献血のご協力をお願いします

平
成
20
年
度
「
菊
池
市
国

民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
」

の
受
け
付
け

新
し
い
保
険
証
を
お
送
り

し
ま
し
た（
該
当
者
の
み
）

国
保
の
学
生
用
保
険
証
の
交

付
／
国
保
喪
失
の
手
続
き

　昨年 10月から、本庁と泗水総合支所では、
ご用の課局などへ直接電話をかけることができ
るようになりました。
　4月 1日（火）からはこれが本格運用になり、
本庁代表電話「（25）1111」は、庁内のテー
プ案内のみになります。3月 13日に区長文書
などで配布している「菊池市役所でんわ帳」を
ご利用ください。七城・旭志総合支所へは、こ
れまでどおりの代表電話におかけください。

●本　庁→直通電話へ
※どうしてもご用の課局などの電話番号が分か
らない場合は、総務課「（25）7111」へお
かけください。
※土曜・日曜・祝祭日・年末年始・夜間は、「（25）
7111」または「（25）1111」にかけること
ができます。
●七城総合支所→代表電話「（25）1000」へ
●旭志総合支所→代表電話「（37）3111」へ
●泗水総合支所→直通電話へ
※どうしてもご用の課などの電話番号が分から
ない場合は、代表電話「（38）2111」へお
かけください。

問い合わせ先　総務課総務係

市役所本庁・
泗水総合支所
へのご用は、
直通電話に
おかけください
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国
税
を
期
限
内
に
納
付
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
延
滞
税
を
併
せ
て

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で

な
く
、
財
産
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
納
税
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

早
急
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

付
を
済
ま
せ
る
か
、
納
付
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
に
最

寄
り
の
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ

る
場
合
は
、
延
滞
税
の
計
算
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は

問い合わせ先
菊池夢美術館  ☎（23）1155

夢 美 術 館 情 報

●和紙ちぎり絵展
期間 :4 月 9日（水）

～ 4月 20日（日）
●吉岡功治写真展
期間 :4 月 24日（木）

～ 5月 25日（日）
※ 4月 22日（火）は休館日

菊池市奨学資金貸付
の申請を受け付けます
受付期間　4月1日（火）～4月30日（水）
対象者
○菊池市内に 1年以上在住している人、
または 1年以上在住している人の子
○高等学校、高等専門学校、短期大学、大学、大学院、
各種専修学校に在学している人
○経済的理由で就学困難な人
○日本学生支援機構その他奨学金の支給、または貸付け
を受けていない人
貸付額（月額）
○公立高校（高専含む）　18,000 円
○私立高校　30,000 円
○公立専門（専修）学校　44,000 円
○私立専門（専修）学校　53,000 円
○国公立（短期）大学　44,000 円
○私立（短期）大学　53,000 円
※詳細は、広報きくち 2月号 26ページをご覧ください。
問い合わせ・申し込み先　教育総務課総務係
各分室教育課（各総合支所内）

と　

き

入
門
課
程　

４
月
23
日
（
水
）
〜
７

月
30
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜
日
午
後

７
時
〜
午
後
９
時
。
15
日
程
30
時
間
。

基
礎
課
程　

９
月
３
日
（
水
）
〜
翌

年
３
月
25
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
〜
午
後
９
時
。
25
日
程
50

時
間
。

と
こ
ろ　

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」

※
受
講
料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
テ
キ
ス

ト
料
と
し
て
約
９
、６
０
０
円
が

必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
は
、
開
講
初
日
、
会
場

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
受
講
申
込

書
、
計
画
書
は
会
場
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

聴
障
セ
ン
タ
ー
財

団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
５
５
８
７

　

Fax
０
９
６
（
３
８
４
）
５
９
３
７

平
成
20
年
度
熊
本
県
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
受
講
者
募
集

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　わいふ一番館
　�（24）6630

楢崎　通元

期間：4月4日（金）～8月31日（日）
　聖護寺は、菊池一族の精神的支えとなった
大智禅師が約 650年前に開いた曹洞宗の寺で、
今回は寺に関係する品物の展示です。

古刹聖護寺展
　身体内部に障がいのあ
る人は、外見からは分か
りにくいため、さまざま
な誤解を受けることがあ
ります。
　市では、身体内部に障がいのある人に
対する社会的理解を促進し、目に見えな
い障がいにより生じる不利益を解消する
ため、「ハート・プラスマークカード」
を発行します。
対象者　市内在住で、内部障がい、内臓
疾患のある人
申請に必要なもの　印鑑、お持ちの人は
身体障害者手帳
問い合わせ・申し込み先　福祉課障がい
福祉係、各総合支所民生課

「ハート・プラス」マーク「ハート・プラス」マーク
ご 存 知 で す か ？

森　隆二・古本　律之

期間：4月8日（火）～4月20日（日）
　陶芸（壷・皿・人形）、木工（小品・オブジェ）、絵（きり絵・ロー
ケツ染）などの、くらしを彩る作品展です。

くらしの彩り展

松田慶子

期間：4月22日（火）～5月6日（祝）
　92歳の現役婆ちゃんが、70歳から始めた「水墨画・葉書作り
（古紙再生紙に押し花）・裂織・手描友禅染・俳句など」を紹介。
興味あるものに挑戦、年齢に関係なく実現することができました。

70 の手習い

国税専門官採用試験（大学卒業程度）
受験申込受付

受付期間　4月 1日（火）～ 4月 14日（月）
※郵送の場合　4月 14日（月）の通信日付印
有効
※持参する場合　受付時間は午前 9時～午後
5時（土・日曜日は除く）
問い合わせ・申し込み先　〒 860-8603　
熊本市二の丸 1-2　熊本国税局人事第二課
☎　096（354）6171

　

マ
ッ
ト
編
と
同
じ
よ
う
に
、
１
つ

の
体
操
は
10
秒
間
を
２
回
行
い
ま
す
。

必
ず
大
き
な
声
で
数
え
ま
す
。
自
分

の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を
し
な
い

範
囲
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
動
い
て

い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）
筋
肉
を
意

識
し
て
行
い
ま
す
。

き
く
筋　

内
も
も
の
筋
肉

効　

果

•
内
も
も
の
筋
肉
が
伸
ば
さ
れ
ま

す
。

•
左
右
バ
ラ
ン
ス
よ
く
座
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

•
あ
ぐ
ら
を
楽
に
か
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

注
意
点

•
お
へ
そ
を
前
に
出
す
よ
う
に
、
骨

盤
を
ま
っ
す
ぐ
に
起
こ
し
ま
す
。

•
タ
イ
プ
①
を
行
う
時
は
椅
子
か

ら
落
ち
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

※
こ
の
体
操
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
前
の
準
備
運
動
で
す
。

ゆ
っ
く
り
無
理
し
な
い
範
囲
で
必

ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
椅
子
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
ペ

ア
（
２
人
組
）
を
つ
く
り
、
片
方

が
椅
子
を
押
さ
え
る
な
ど
し
て
交

互
に
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
課

片
足
を
椅
子
に
の
せ
、
横
に
倒
し
、
手
で
膝
を

床
の
方
に
押
し
ま
す
。
膝
が
椅
子
に
乗
ら
な
い

場
合
や
足
が
床
に
つ
か
な
い
場
合
は
左
の
タ
イ

プ
②
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
本
人
が
も
と
も
と
持
っ
て

い
る
性
格
、
環
境
、
人
間
関
係
な
ど

様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
起
こ
る

症
状
（
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

症
し
ょ
う

状じ
ょ
う

）
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

周
辺
症
状
は
、
脳
の
細
胞
が
壊
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
症
状
（
中

核
症
状
）
と
異
な
り
、
認
知
症
全
て

の
人
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
あ
っ
て
も
ず
っ
と
症

状
が
続
く
わ
け
で
も
な
く
、
別
の
症

状
が
で
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

周
辺
症
状
は
、
身
体
の
具
合
や
環

境
の
変
化
、
介
護
者
の
対
応
に
よ
っ

て
影
響
さ
れ
、
心
の
不
安
が
行
動
と

し
て
で
て
く
る
も
の
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
主
な
症
状

○
暴
言
・
暴
行　

大
声
で
怒
鳴
っ
た

り
、
暴
力
を
振
る
う
。

○
幻げ

ん

視し

・
幻げ

ん

聴ち
ょ
う

　

見
え
な
い
物
が
見

え
た
り
、
聞
こ
え
な
い
物
が
聞
こ

え
た
り
す
る
。

○
抑よ

く

う
つ
症
状　

気
分
が
落
ち
こ

み
、
意
欲
や
気
力
が
低
下
す
る
。

○
食
行
動
異
常　

食
べ
ら
れ
な
い
物

を
口
に
入
れ
る
。
ま
た
は
多
量
に

摂
取
す
る
。

○
失
禁　

ト
イ
レ
以
外
で
尿
や
便
を

す
る
。

○
徘は

い

徊か
い　

家
の
内
外
を
ウ
ロ
ウ
ロ
と

歩
き
回
る

○
昼
夜
逆
転　

昼
間
は
ウ
ト
ウ
ト
し

て
、夜
に
な
る
と
活
動
的
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
家
族
を
巻
き

込
み
、
日
常
生
活
で
問
題
を
起
こ
す

こ
と
か
ら
、
問
題
行
動
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
本
人
の
身
体
の

具
合
や
環
境
を
整
え
た
り
、
介
護
者

の
対
応
の
仕
方
に
よ
っ
て
改
善
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
？
」
を
考
え
る
こ

と
が
、
適
切
な
対
応
の
仕
方
を
見
つ

け
る
早
道
に
な
り
ま
す
。

　

家
族
や
介
護
者
だ
け
で
抱
え
込
む

の
で
は
な
く
、
周
囲
の
人
や
相
談
機

関
、
主
治
医
の
先
生
や
専
門
病
院
な

ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

 
シ
リ
ー
ズ
⑯  

さ
あ
、
始
め
よ
う
！

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
シ
リ
ー
ズ
⑲

〜
椅
子
編
〜

準
備
運
動
（
内
も
も
）

こ
ん
に
ち
は  

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

認
知
症
を
理
解
す
る
③

両
足
を
肩
幅
に
開
き
、
つ
ま
先
を
外
に
向
け
、

膝
の
内
側
か
ら
外
へ
開
く
よ
う
に
手
で
押
し
ま

す
（
足
が
し
っ
か
り
と
開
け
る
と
こ
ろ
ま
で
、

手
で
外
側
に
開
き
ま
す
）。

タ
イ
プ
②

タ
イ
プ
①

ご存知ですか「耳マーク」
　このマークは、聞こえが不自由なことを表すマー
クです。耳の不自由な人が、自分の耳が不自由で
あることを自己表現するために考えられました。
　耳の不自由な人と話すときは「はっきりと口元

を見せて話す」、「筆談をする」などの配慮をお願いします。
※病院・銀行・官公庁などの窓口でカードの提示があった時は、コミュ
ニケーション方法に配慮をお願いします。

●耳マークカードを発行します
　市では、耳が不自由な人に対し、「耳マークカード」を発行します。
このカードは、市内の病院・銀行・官公庁などの窓口において、提示
することにより、音声だけでなく、手の合図や身体動作での呼びかけ
や筆談を依頼できるものです。
　これにより、耳が不自由な人の精神的な不安を解消し、コミュニケー
ション支援と社会参加の促進を図ることができます。加齢などにより、
聞こえにくい人もご利用いただけます。
対象者　市内在住で、耳が不自由な人
申請に必要なもの　印鑑、お持ちの人は身体障害者手帳
問い合わせ・申し込み先　福祉課障がい福祉係、各総合支所民生課
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●
不
法
投
棄
が
及
ぼ
す
影
響

○
美
観
の
低
下

○
河
川
や
海
の
汚
染

○
環
境
汚
染
に
よ
る
生
態
系
へ
の
悪

影
響

○
腐
敗
に
よ
る
悪
臭
、
蝿
・
蚊
な
ど

の
発
生

○
他
の
不
法
投
棄
の
誘
発

　

河
川
の
不
法
投
棄
は
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
「
浮
遊

ご
み
」
は
流
下
し
菊
池
市
民
ば
か
り

で
な
く
、
下
流
域
の
市
町
村
に
も
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

菊
池
市
に
は
多
く
の
河
川
や
水
路

が
市
内
を
流
れ
て
お
り
、
ま
た
、
菊

池
川
の
最
上
流
域
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
上
流
域
に
住
む

者
の
務
め
と
し
て
、
不
法
投
棄
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
政
策
係

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
で
、
ご
み
の
不
法
投
棄
が
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
と
は
、
決
め
ら
れ
た
場

所
以
外
に
廃
棄
物
を
捨
て
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　

七
城
町
を
流
れ
る
鴨
川
で
は
、
２

月
に
入
り
外
来
植
物
の
ブ
ラ
ジ
ル

チ
ド
メ
グ
サ
の
除
去
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
除
去
作
業
を
始
め
る
と
、
ブ

ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ
サ
に
引
っ
か
か
っ

た
多
量
の
ご
み
が
下
流
へ
流
れ
出
し

ま
す
。
こ
の
ご
み
は
、
チ
ド
メ
グ
サ

の
除
去
と
同
時
に
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

下
流
に
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
身
近
に
川
と
触

れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
鴨
川
河
畔
公

園
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
割
れ
た
ガ

ラ
ス
ビ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
非
常
に
危

険
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

河
川
に
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る

と
、
川
や
海
の
自
然
環
境
が
汚
染
さ

れ
、
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律

（
投
棄
禁
止
）

第
16
条　

何
人
も
、
み
だ
り
に

廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

罰
則

○
行
為
者
に
対
し
て

　

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
又

は
こ
の
併
科

○
法
人
や
個
人
の
事
業
に
関
し

不
法
投
棄
を
行
っ
た
場
合

•
法
人
に
対
し
て
は

　

１
億
円
以
下
の
罰
金

•
個
人
に
対
し
て
は

　

１
千
万
円
以
下
の
罰
金

○
不
法
投
棄
を
行
お
う
と
着
手

し
た
時
点
で
も
、
不
法
行
為

を
行
っ
た
と
き
と
同
じ
罰
則

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

川
が
泣
い
て
い
ま
す
！

鴨川河畔公園 七城町を流れる鴨川

　地方分権や少子・高齢化などによる社会構造の変化
に対応すべく、三位一体の改革が進められています。
そのような背景の中、「お客様のサービスの向上と経
営の健全化・効率化」を目指し、菊池市水道事業の一
部について、民間委託による運営に取り組むことにな
り、4月 1日からスタートします。
　なお、水道施設の維持管理や水質の管理、工事関係
業務は引き続き水道局で運営していきます。市民の皆
さんのご理解とご協力をお願いします。

お客様のサービス向上面では
①平日の窓口時間の延長
　午前 8時 30分から午後 7時まで営業します。
※月～金曜日で、水道局のみ。
②土曜日の窓口開設
　•午前 8時 30分から正午まで営業します。
※水道局のみ。
　•祝日の場合も営業します。
※ 12月 29日から 1月 3日までを除く。
③水道の使用開始などの電話受付
④身体の不自由な人や高齢者への集金業務
※詳細はご相談ください。

委託業務の範囲は
　委託業務の範囲は、上水道（簡易水道含む）事業
と下水道等料金に係る徴収業務の一部で、主な業務
は次のとおりです。
①窓口業務　料金の収納や水道の使用開始・休止な
どの受付業務
②検針業務　水道メーターの毎月検針業務
③水道メーターの開・閉栓業務
④滞納整理業務　給水の執行停止や戸別訪問による
滞納整理業務
⑤上記に係る電算処理・帳票作成業務など

受託業者　株式会社ジェネッツ
　　　　　（本社・東京都）
領収書の「領収印」　「受託者による受領印」
となります（水道局・現地収納分）
●水道局からのお願い
　○水道名義人が死亡などにより変更になっ
た場合は、「変更届」が必要です。

　○安心・便利な「口座振替」を利用されま
せんか。

問い合わせ先　菊池市水道局

水 道 局 の
窓 口 時 間 を
延 長 し ま す
～民間委託がスタート～

　
寺
子
屋
は
、
江
戸
時
代
の
初
等
教

育
機
関
で
、
一
般
に
「
読
み・書
き・

そ
ろ
ば
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。「
旭
志
の
寺
子
屋
・
私
塾
」（
下

表
）
の
「
読
書
」「
習
字
」「
算
術
」

に
あ
た
り
ま
す
。姫
井
の
渡
辺
元
隣・

同
春
恒
（
寿
碩
か
）
は
、「
手
習
い

の
師
匠
と
し
て
教
導
よ
ろ
し
き
者
」

（『
町
在
』）
と
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
「
学

制
発
布
」
後
、
小
学
校
の
普
及
に
と

も
な
い
、
寺
子
屋
・
私
塾
は
閉
業
し

ま
す
が
、
旭
志
で
は
そ
の
後
も
続
い

て
い
ま
す
。

　
表
以
外
に
も
、
小
原
の
法
光
寺
住

職
柏
原
氏
は
、
智
順
（
彦
兵
衛
）・

恵
讃・至
誠・実
明
の
四
代
に
わ
た
っ

て
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年

頃
ま
で
、
農
家
の
子
弟
に
、
農
閑
期

に
は
昼
間
、通
常
は
夜
間
に
、習
字・

読
書
・
珠
算
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
就
学
者
を
大
切
に
し
た
教
育

で
し
た
。他
に
も
湯
舟
の
工
藤
雲
二
、

平
の
東
百
蔵
・
二
三
の
兄
弟
が
夜
学

場
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

　
高
柳
の
荒
木
勝
次
は
、
貧
農
の
子

弟
の
た
め
に
私
立
「
尚
志
堂
」
を
開

設
、
高
永
の
漢
方
医
山
室
全
忠
は
、

明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）・
五
年

頃
ま
で
、
習
字
を
教
え
ま
し
た
。
妻

越
の
赤
峰
達
子
・
道
子
は
、
僻
遠

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉑

　

今
年
、
僕
た
ち
３
年
生
は
ハ
ン
セ

ン
病
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。
１
年
生

の
頃
に
も
一
度
勉
強
し
た
が
、
今
回

は
そ
の
時
よ
り
も
深
く
勉
強
で
き
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
患
者
に
ひ
ど
く

被
害
を
与
え
た
。
あ
る
人
は
目
が
見

え
な
く
な
っ
た
り
、
ま
た
、
あ
る
人

は
、
障
が
い
が
残
っ
た
り
と
、
ハ
ン

セ
ン
病
は
人
々
を
苦
し
ま
せ
た
。
し

か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
本
当
に

苦
し
ま
せ
た
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の

症
状
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。
患
者
を
一
番
苦
し
ま
せ

た
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
よ
く
知
ら

な
い
人
々
に
よ
る
差
別
だ
っ
た
の
だ
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
昔
、
多
く
の
人
々

に
よ
っ
て
治
ら
な
い
病
気
で
あ
る
と

か
、
感
染
力
の
強
い
病
気
で
あ
る
と

か
思
わ
れ
て
き
た
。
僕
た
ち
は
１
年

生
の
時
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
学
ん
だ
。
感
染
力
は
か

ぜ
よ
り
も
弱
い
。
治
療
薬
も
あ
る
。

し
か
し
、
間
違
っ
た
知
識
を
も
ち
差

別
し
て
き
た
人
々
に
、
患
者
は
苦
し

め
ら
れ
た
。

　

僕
た
ち
３
年
生
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

に
つ
い
て
の
手
記
や
ビ
デ
オ
を
総
合

的
な
学
習
の
時
間
に
見
た
。
そ
の
中

で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
病

気
で
体
や
外
見
は
変
わ
っ
て
も
、
心

は
普
通
の
人
と
変
わ
り
な
い
」
と
い

う
言
葉
だ
。
ハ
ン
セ
ン
病
で
心
は
変

わ
ら
な
い
の
に
、
外
見
だ
け
で
差
別

す
る
の
は
本
当
に
お
か
し
い
。
ハ
ン

セ
ン
病
は
人
の
心
ま
で
変
え
て
し
ま

う
病
気
だ
と
思
わ
れ
、
人
々
に
嫌
わ

れ
自
殺
す
る
人
も
い
た
と
知
っ
た
。

病
気
で
亡
く
な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

人
々
の
差
別
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た

人
は
、
そ
れ
以
上
に
と
て
も
つ
ら

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
国
の
制
定
し
た
「
ら
い
予

防
法
」
に
も
患
者
は
苦
し
め
ら
れ
た
。

「
ら
い
予
防
法
」
と
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
を
強
制
的
に
隔
離
し
た
り
す

る
な
ど
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
法
律

だ
。
厚
い
壁
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に

無
理
や
り
隔
離
さ
れ
、
家
族
や
親
戚

と
も
引
き
離
さ
れ
る
な
ど
、
今
で
は

想
像
で
き
な
い
。
ま
た
、
ハ
ン
セ
ン

病
は
子
ど
も
に
移
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
た
め
、
子
ど
も
を
産
む
こ
と
を

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
子
ど
も
が
で
き

て
も
中
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ん
て
ど
ん
な
に
つ
ら
か
っ
た
ろ
う
と

思
う
。

　

今
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
中
に

は
、
社
会
復
帰
を
さ
れ
て
い
る
人
が

い
る
。
そ
れ
で
も
今
な
お
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
嫌
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
る
人
が
い
る
の
が
現
実
だ
。
数
年

前
に
お
き
た
黒
川
温
泉
で
の
差
別
事

件
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
人
た
ち
に
、
僕
た
ち
が
正
し
い
知

識
を
広
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

人
々
が
よ
り
社
会
に
出
や
す
く
な
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
だ
日
本
に
は
、
部
落
差
別
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
残
っ
て
い
る
。

僕
は
１
年
生
の
と
き
に
ハ
ン
セ
ン
病

に
つ
い
て
勉
強
し
た
の
に
、
３
年
生

に
な
っ
て
も
う
一
度
学
習
し
た
と
き
、

１
年
生
で
学
習
し
た
こ
と
を
す
っ
か

り
忘
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
に
対
し
て
あ
ま
り
関
心
が
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

色
々
な
差
別
が
い
つ
ま
で
も
な
く

な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
無
関
心

に
よ
る
も
の
だ
と
思
っ
た
。
た
く
さ

ん
の
人
が
そ
れ
に
関
心
を
も
ち
、
差

別
が
い
け
な
い
こ
と
だ
と
訴
え
続
け

て
い
け
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
社
会
全

体
が
よ
く
な
る
だ
ろ
う
。
差
別
や
偏

見
が
な
く
な
れ
ば
争
い
も
な
く
な
る

し
、
平
和
な
世
界
に
な
る
と
思
う
。

そ
ん
な
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
、
僕
た
ち
の
課
題
だ
と
思
う
。

旭
志
の
寺
子
屋・私
塾

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

　
　
　
　
　
　

学
習
し
て

七
城
中　

加
藤　
　

光

（
平
成
19
年
度
卒
） 35

所在地 身分 師匠 開業期間 寺子 学科

姫井 医者 渡辺元隣
同寿碩

文政6（1823）
年正月～明治6
（1873）年 4月

男 15
女 7

習字・
読書

伊萩 士族 高浜権兵衛
同敏徳

天保年間（1830
～ 1843）～明
治７年3月

男 20
女 5

習字・
読書

弁利 山口利英 嘉永3（1850）
年～明治6年

男 25
女 10

算術・
習字

伊萩 医者 渡辺省吾 安政元（1854）
年～明治6年

男 30
女 15

読書・
習字

の
農
村
子
女
の
た
め
に
、
裁
縫
・
国

語
・
算
数
を
昼
夜
交
代
で
教
え
る
な

ど
、
女
子
教
育
の
さ
き
が
け
と
い
え

ま
す
。
ま
た
旭
志
に
は
、
泗
水
村
吉

の
後
藤
官
平
の
「
直
整
黌
」
門
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（『
旭

志
村
史
』）

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤　
克
彦

寺子屋・私塾の手習本（松永栄一文書）
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独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
早
期

安
定
就
労
を
必
要
と
す
る
若
年
者
を

対
象
に
、
民
間
教
育
機
関
（
専
門

学
校
な
ど
）
に
職
業
訓
練
を
委
託
し
、

こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業

に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
で
き

る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
委
託
訓
練
５
月
生
「
エ

ン
ジ
ニ
ア
育
成
科
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

申
込
資
格　

概
ね
35
歳
未
満
の
人
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

に
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
離
職

者
。

申
込
受
付　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
職
業
相
談
の
上
、
受
講
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
講

の
可
否
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間　

定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
（
４
月
末
日
ま
で
）

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
。

定
員　

20
人

訓
練
会
場　

ト
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
（
テ
ク
ノ
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
）

訓
練
期
間　

５
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
29
日
（
月
）

必
要
経
費　

入
学
金
、
受
講
料
は
無

料
。
教
科
書
な
ど
の
諸
経
費
は
自
己

負
担
。

問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
委
託
訓
練
係

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
０
３
９
４

ス
キ
ル
が
活
き
る

若
者
の
た
め
の
職
業
訓
練

　昨年 11月から菊池市役所総務課に設けた多
重債務に関する相談窓口が、平成 20年 4月か
ら商工観光課に変わります。
　借金返済のために、また借金を繰り返し、気
が付くと多数のサラ金、ヤミ金などの金融業者
から多額の借金を抱えてしまった・・・。これ
を「多重債務」と言います。
　厳しい取り立てや多重債務を苦にして、自殺
や家出、夜逃げをしている人も少なくありませ
ん。どんなに多額の借金を抱えていても、必ず
解決の方法はあります。一人で悩まず、まずご
相談ください。
　「相談してよかった」と言われるよう努めて
いきますので、多重債務でお困りの人は、お気
軽にご相談ください。職員が、弁護士や司法書
士などの専門家と一緒に、債務問題のお手伝い
をします。
問い合わせ先　商工観光課商工労政係

多重債務に関する相談窓口が
4月から商工観光課へ変わります

●１号車
期間（毎月） 収集地区

１日～８日 杉生、伊野、木護、鉾の甲、柏、立門、永山、戸城、古川、生味、木佐木、滝黒仁田、
金峰、伊倉、篠倉、道園、茂藤里、菊池平野、大柿

８日～ 13日 堀切、稗方、遊蛇口、玉祥寺、袈娑尾、切明、立石、北原
13日～ 18日 伊牟田、日生野、原細長、鍋倉、菊池佐野、上木庭、下木庭

18日～ 26日 北宮、大琳寺、深川、村田、上長田、下長田、大塚、南古閑、北古閑、辻、上西寺、
中西寺、下西寺、東原、野間口、神来

26日～ 29日

七城総合支所管内（山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、荒牧、高田、台、瀬戸口、
甲佐町、菰入、戸田島、七城田中、本村、加恵、五海、西郷、羽根木、蟹穴、間所、
新古閑、清水、宮園、岩瀬、前川、板井、梶迫、林原、元村、新村、打越、内島、
小野崎、七城松島、上橋田、下橋田、大尺）

●２号車
期間（毎月） 収集地区

１日～８日 穴川、鳳来、染土、寺小野、龍門１、長野、雪野、小木、七坪、西迫間、東迫間、
中野瀬、市野瀬、太田、戸豊水

８日～ 13日 高野瀬、横町、立町、上町、中央通、栄町、正院町、下町、中町、迎町、東正観寺、
西正観寺、築地、亘、片角

13日～ 15日 今、上赤星、下赤星、甲森北、乙森北、上古閑

15日～ 22日
旭志総合支所管内（小原、高柳、湯舟、北桜ヶ水、南桜ヶ水、平、小川、姫井、九の峰、
楠原、岩本、伊萩、妻越、津留、高永、大迫、伊坂、川上、川下、出分、川辺南、尾足、
片川瀬）

22日～ 27日 岩平、長六、下組、塚原、神鶴、菊池松島、日向、柿木平、中原、藤田
27日～ 29日 広瀬、上出田、下出田、植古閑、木柑子、花房台、富の原北（泗水）

菊池、旭志、七城総合支所管内し尿収集日程表
（平成20年 4月 1日から適用）

　下水道事業などの進捗による収集件数の縮小、収
集ルートの効率化を向上させるため下表のとおり変
更します。
　し尿収集は、「し尿収集日程表」に従って、月に
1回のし尿収集を計画的に行う定期収集が原則と
なっています。

※土日、祝祭日などにより、2～ 3日汲み取り予
定日が前後することがあります。
収集事業所　（有）旭衛生舎　☎（24）2181
問い合わせ先　環境課廃棄物対策係、
　　　　　　　各総合支所民生課

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
外
と
さ
れ
て
い
る
軽
微

な
焼
却
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
の
皆
さ

ん
に
「
悪
臭
が
す
る
」、「
目
に
し
み

る
」、「
の
ど
が
痛
い
」、「
洗
濯
物
が

汚
れ
る
」、「
火
の
粉
が
飛
ん
で
危
な

い
」
な
ど
の
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
か
ぎ
り

焼
却
を
せ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

の
分
別
・
資
源
化
・
減
量
化
に
努
め
、

決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

焼
却
禁
止
の
例
外

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の

施
設
管
理
の
た
め
に
必
要
な
場
合

○
震
災
等
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な

場
合　

○
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
仕

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
場
合

○
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合
（
稲

わ
ら
を
燃
や
す
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
廃
棄
物
対

策
係
、
各
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福

祉
係

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
が
固
定
資
産
税

を
信
頼
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
情
報
開
示
が
拡
充
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

４
月
１
日
（
火
）
か
ら
６
月
２
日

（
月
）
ま
で
、
新
た
に
作
成
さ
れ
る

平
成
20
年
度
菊
池
市
縦
覧
帳
簿
の
土

地
・
家
屋
の
価
格
を
納
税
者
の
皆
さ

ん
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
人

○
土
地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
者

○
納
税
者
の
同
居
親
族

○
納
税
管
理
人
・
委
任
状
持
参
の
代

理
人

○
賦
課
期
日
以
後
の
新
所
有
者

※
土
地
の
納
税
者
は
土
地
の
、
家
屋

の
納
税
者
は
家
屋
の
、
両
資
産
の

納
税
者
は
土
地
・
家
屋
両
方
の
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
の
資
産
が
免
税
点
の
場

合
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
（
土
地
・
家

屋
等
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
な

ど
の
事
項
は
、
平
成
20
年
度
の
固
定

資
産
税
の
課
税
の
基
礎
に
な
る
た
め
、

関
係
者
は
縦
覧
期
間
内
に
こ
の
内
容

を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣

が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
、
市
長
が
そ
の
価
格

を
決
定
し
、
こ
の
価
格
を
も
と
に
課

税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
し
て
決
定
し
た
価
格
や
課
税
標

準
額
は
、
菊
池
市
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

閲
覧
で
き
る
関
係
者
と
は
、
納
税

義
務
者
で
あ
る
本
人
、
ま
た
は
同

居
の
親
族
お
よ
び
納
税
管
理
人
で
す
。

代
理
で
閲
覧
す
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

縦
覧
・
閲
覧
期
間

　

４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
祭
日
の
閉
庁
日
を
除

く
持
参
す
る
も
の

　

納
税
通
知
書
ま
た
は
、
課
税
明
細

書
・
印
か
ん
・
本
人
確
認
用
の
免
許

証
・
委
任
状
な
ど
（
縦
覧
す
る
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

※
縦
覧
期
間
中
の
閲
覧
・
縦
覧
手
数

料
は
無
料
で
す
が
、
課
税
台
帳
の

写
し
が
必
要
な
場
合
は
有
料
（
一

件
に
つ
き
３
０
０
円
）
で
す
。

縦
覧
・
閲
覧
場
所
お
よ
び

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係
、
各
総
合

支
所
税
務
係

　

平
成
17
年
に
市
職
員
の
野
中
英
樹

さ
ん
（
本
庁
下
水
道
課
）
が
制
作
し
、

市
へ
提
供
さ
れ
た
菊
池
市
マ
イ
バ
ッ

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
「
お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
」

が
、
と
て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

制
作
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
野
中
さ

ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
「
マ
イ
バ
ッ

グ
音
楽
隊
」
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進

の
た
め
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
ラ
イ
ブ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
演
先
は
様
々
で
、
地
元
の
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な

ど
へ
の
ゲ
ス
ト
出
演
な
ど
、
幅
広
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
制
作
当
初
、
Ｃ
Ｄ
を
市
内

の
各
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・

関
係
機
関
に
配
布
し
た
ほ
か
、
い
く

つ
も
の
団
体
か
ら
依
頼
を
受
け
て
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
の
変
化

が
目
に
見
え
て
分
か
る
今
、
皆
さ
ん

も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

中
で
も
マ
イ
バ
ッ
グ
は
身
近
で
簡
単

な
取
り
組
み
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

買
い
物
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

こ
の
「
お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ

グ
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
政
策
係

　

最
近
、
家
の
近
く
で
ゴ
ミ
を
燃
や

し
て
臭
い
が
す
る
と
の
苦
情
が
市
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
焼
却

す
る
こ
と
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い

て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
簡
易
焼

却
炉
・
ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

な
ど
で
焼
却
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

INFORMATION

平
成
20
年
度

土
地
価
格
等
縦
覧
簿
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
簿（
縦
覧

帳
簿
）の
縦
覧

ご
み
の
野
外
焼
却
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
！

罰
則

　

法
律
に
違
反
し
て
焼
却
し
た

場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
、０
０
０
万
円
（
法
人
は

１
億
円
）
以
下
の
罰
金
、
又
は

そ
の
併
科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

４
月
１
日
（
火
）
か
ら

    

６
月
２
日
（
月
）
ま
で

「
お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
」好
評
で
す
♪

「お買い物にはマイ
バッグ」のCD（上）
昨年の菊池管内環境
フェアで歌を披露す
る野中さん親子（左）
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菊
池
市
で
は
、
合
併
に
伴
い
都
市
計
画
に
関
す
る
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、都
市
計
画
を
、数
回
に
分
け
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
回
目
は
、
都
市
計
画
の
制
度
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

都
市
は
多
く
の
人
が
生
活
す
る
場

で
す
が
、
機
能
や
人
口
が
集
中
す
る

こ
と
に
よ
り
様
々
な
問
題
が
生
じ
て

き
ま
す
。
快
適
で
効
率
的
都
市
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
計
画
的
に
整
備

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
と
は
、
こ
の
よ
う
な
、

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整

備
を
図
る
た
め
に
定
め
る
計
画
の
こ

と
で
、
具
体
的
に
は
、
一
体
の
都
市

と
し
て
総
合
的
に
整
備
・
開
発
・
保

全
す
る
区
域
を
指
定
し
、
そ
の
目
指

す
べ
き
都
市
像
を
明
示
し
て
、
土
地

利
用
な
ど
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る

こ
と
で
す
。

◆
都
市
化
（
住
宅
化
）
を
放
置
す
る

こ
と
の
弊
害

•
無
秩
序
に
形
成
さ
れ
た
市
街
地
の

中
で
、
後
追
い
的
な
社
会
資
本
の

整
備
を
行
う
と
、
非
効
率
的
な
公

共
投
資
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

•
土
地
の
造
成
や
建
物
の
建
築
に
当

た
っ
て
の
ル
ー
ル
が
な
い
た
め
、

緊
急
車
両
も
通
れ
な
い
よ
う
な
災

害
に
弱
い
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る

ほ
か
、
用
途
の
混
乱
や
騒
音
、
日

照
問
題
な
ど
の
公
害
も
発
生
し
ま

す
。

•
優
良
な
農
地
や
山
林
が
安
易
に
潰

さ
れ
て
し
ま
い
、
農
林
業
の
衰
退

や
自
然
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
り

ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
決
め
る
話

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
都
市
全
体
や
身
近
に
あ
る
ま

ち
を
将
来
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
か
を
具
体
的
に
考
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

正
式
に
は
「
市
町
村
の
都
市
計
画

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
と
言
い

ま
す
。
お
お
む
ね
20
年
後
の
都
市
像

を
想
定
し
、
都
市
整
備
の
方
針
を

定
め
る
も
の
で
、
菊
池
市
総
合
計
画
、

国
土
利
用
計
画
、
県
が
定
め
る
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
即
し

た
計
画
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
性
あ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
し
、

地
区
別
の
あ
る
べ
き
「
ま
ち
」
の
姿

を
定
め
る
も
の
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
熊
本
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ

熊
本
県
の
都
市
計
画

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.

ku
m
a
m
o
to
.jp
/p
ro
je
c
t/

to
sh
ike
ika
ku
/in
d
e
x.h
tm

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
整
備
課

　

４
月
６
日
（
日
）
か
ら
４
月
15
日

（
火
）
ま
で
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通

安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と

も
に
、
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

菊
池
市
内
で
は
、
交
通
事
故
が
多

発
傾
向
に
あ
り
、
今
年
に
入
り
３
人

の
方
が
交
通
事
故
に
よ
り
亡
く
な
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

推
進
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の交

通
事
故
防
止

運
動
重
点

○
後
部
座
席
を
含
む
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
・
暴
走
運
転
な
ど
の
悪
質
・

危
険
な
運
転
行
為
の
追
放

問
い
合
わ
せ
先　

安
全
対
策
課

　次の項目すべてに該当し、表彰を希望する人は、申
請書に記入、押印の上、菊池地区交通安全協会事務局
（菊池警察署内）まで提出（郵送または持参）される
ようお願いします。
　なお、申請書は菊池地区交通安全協会事務局および
交番、駐在所にあります。
表彰の対象者
○菊池地区交通安全協会の会員であること
　（免許証の住所が菊池市内で、免許更新時に交通安
全協会費を納めた人）
○自動車運転免許（原付を含む）の保有者で運転経験
が平成 20年 6月末日現在で、10年、20年、30年、
40年を経過していること

○前期間内に、交通事故を起こしまたは交通法令に違
反して行政もしくは刑事上の処分を受けたことのな
いこと（ただし、軽微な交通違反は 3年を経過し
ていると可）
その他　
○表彰の申請には運転記録証明書が必要ですが、同証
明書の申請および受領を菊池地区交通安全協会事務
局に委任していただき、また、その内容を確認する
ことについても同意されたものとして申請手続きを
進めさせていただきますのでご了承ください。
　また、交付申請に際しては手数料 700 円が必要で
すが、菊池地区交通安全協会が負担します。
○直接、来署する人は印鑑をご持参ください。
申し込み期限　6月 2日（月）必着
問い合わせ・申し込み先
　菊池地区交通安全協会事務局（菊池警察署内）
　☎（24）0110

永年無事故運転者表彰の申し込み

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
り
ま
す

都
市
の
発
展
を
計
画
的
に
誘
導

し
て
秩
序
あ
る
市
街
地
を
形
成

し
、
住
民
の
健
康
で
文
化
的
な

都
市
活
動
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
都
市
計
画
を
定
め
て
、
こ

の
よ
う
な
都
市
化
の
弊
害
を
未

然
に
防
ぎ
、
あ
る
い
は
で
き
る

だ
け
軽
減
す
る
こ
と
が
必
要
な

の
で
す
。

平成20年度

シ
リ
ー
ズ
都
市
計
画
①

都
市
計
画
と
は

　この事業は浄化槽本体を市で設置し、市が浄化槽本体の
維持管理をしていく事業です。
　工事費の一部負担をしていただくだけで、公共事業で浄
化槽本体を設置できます。

設置に伴う負担金および月々の使用料

浄化槽の規模

5人槽 7人槽 10人槽

（延べ床面
積130㎡未
満）

（延べ床面
積130㎡以
上）

（浴室およ
び台所が2
カ所以上）

負担金（一回払い） 88,000円 102,000円 129,000円

使用料（月々） 4,920円 5,810円 7,160円

注意事項
○下水道区域内ではこの事業は実施できません。
○放流先が確保されていない場合は設置できません。
○工事を施工するため
•５人槽 3.5m× 4.7m
•７人槽 3.9m× 4.9m
•10人槽 4.1m×5.5m
程度の用地が必要となります。
○ 工事の着工は、入札などの事務処理のため申請書受付か
ら１カ月半以降となります。
※事業の詳細は下記までご相談ください。
問い合わせ先　下水道課　または　各総合支所建設課

工事負担区分

本人負担で対応していただく部分
○トイレの水洗便器購入費
○トイレの改造費・水道工事費
○ 台所・風呂場・トイレから浄化槽までの配管工事費
および浄化槽から排水先までの配管工事費
○浄化槽設置場所における支障物除去費など
○ 駐車場対応など（特殊工事）に係る工事費

浄化槽市町村整備推進事業（市町村設置型）とは？

合併浄化槽整備事業が移行しました
浄化槽設置の補助金交付事業（個人設置型）は

浄化槽市町村整備事業（市町村設置型）へ移行しました。

　平成 20 年 4 月 7日から下水道課の事務所が「菊池
市浄水センター」へ移転します。なお、下水道負担金・
分担金、下水道使用料の納付書再発行は、水道局でも取
り扱います。
　大変急で市民の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、
ご協力をよろしくお願いします。

移転先
〒 861-1311
菊池市赤星 1818番地　菊池市浄水センター内　
☎（25）7244 ※電話番号はこれまでと同じです。
問い合わせ先　下水道課

菊池市役所「下水道課」の事務所が移転します

325

325387

セブン
●イレブン

●ファミリー
　マート

日本生命●

ローソン●

ファミリーマート●

自動車学校●

グリーンロード

菊池川

合志川

県道旭志鹿本線

植木インター菊池線

至泗水 至旭志

至
七
城

　セブン
●イレブン

●郵便局
九州テイ・エス

●セブン
　イレブン

●北消防署●

●●
九州イノアック

サンコール菊池

菊　池　市
浄水センター
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初
心
者
向
け
の
料
理
教
室
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
作
っ
て
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と　

き

•
女
性
ク
ラ
ス
（
初
心
者
向
）

　

第
２
・
第
４
火
曜
日

•
男
性
ク
ラ
ス
（
初
心
者
向
）

　

第
１
・
第
３
火
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム会　

費　

月
３
、０
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

お
試
し
レ
ッ
ス
ン
（
要
予
約
）

　

１
、５
０
０
円

※
男
性
の
人
数
が
集
ま
ら
な
い
場
合

女
性
と
一
緒
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
（
24
）
１
０
４
４

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
後
３
時

30
分
〜
午
後
９
時

　

児
童
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、

た
く
ま
し
い
体
力
と
旺
盛
な
る
気
力

を
養
い
、
楽
し
い
小
学
校
生
活
を
送

れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
菊
池
市
内
の

小
学
校
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
チ
ー
ム
は
、
男
子
の

部
・
女
子
の
部
に
分
け
、
同
一
小
学

校
区
に
在
住
す
る
小
学
生
で
編
成
し

て
く
だ
さ
い
。

※
隈
府
小
学
校
は
、
市
民
体
育
祭
の

地
区
割
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
お
よ

び
各
地
区
単
独
チ
ー
ム
の
参
加
も

認
め
ま
す
。

と　

き　

４
月
27
日
（
日
）

と
こ
ろ　

菊
池
公
園
多
目
的
広
場
・

七
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込
期
限　

４
月
18
日
（
金
）

※
申
込
書
は
各
小
学
校
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
体
育
課

料
理
教
室　

生
徒
募
集

第
３
回
菊
池
市
小
学
生

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　菊池国際交流協会は、地域に密着した国際交
流を推進し、国際相互理解の推進、文化・観光
の振興に民間レベルの国際交流活動で地域の活
性化を図ることを目的とする団体です。海外か
らの訪問団との交流や海外友好都市などへの研
修者の派遣、市内在住の外国人を一堂に会して
のパーティーなどを開催し、外国に視野を広め
る人材の育成を行っています。これらの活動を
サポートしていただく会員を募集していますの
で、市民の多くの皆さんの応募をお待ちしてい
ます。
　平成 19年度は様々な活動を展開しましたが、
平成 20年度は更に深い交流ができる事業を実
施する予定です。
年会費　2,000 円
申込期間　4月 30日（水）まで
※締切後も随時受け付けます
問い合わせ・申し込み先　国際交流課

菊池国際交流協会
会 員 募 集

公共事業入札の公表

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前8時30分～午後5時※土・日・祝日は
除く）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

と　き　5月 5日（こどもの日）
ところ　菊池カントリークラブ
競技方法　18ホールストロークプレイ、ハン
ディキャップはダブルペリア方式。（ハンディ
は最高 36打ち切り）
出場定員　先着順に受け付け、定員 220 人に
なり次第締め切ります。
申し込み　4月 1日（火）から菊池カントリー
クラブ予約係まで申し込んでください。
プレー料　10,800 円（メンバー 6,500 円）
※ 1ラウンドプレー料・参加費・食事代・消
費税が含まれます。
表　彰　ネットの部・グロスの部・ニヤピン・
ドラコン賞。競技終了後、菊池物産館横の市民
広場にて午後 7時から表彰式を行います（賞
品は本人・代理人のみの受け取り）。
主　催　菊池市ゴルフ協会
問い合わせ先　菊池カントリークラブ
　　　　　　　☎（27）1121

　菊池市老人クラブ社交ダンス部では、生きがいづくりと健康保持
に生涯スポーツとして、音楽を聞きながら体全体（頭も）を使って
楽しく練習しています。
　ダンスはけっして難しいものではありません。どんな人でも踊れ
ます。あなたも参加しませんか。

老人クラブ社交ダンス新会員募集

第22回菊池市民ゴルフ大会
参加者募集●入札（開札）日：２月１日（指名プロポーザル方式入札）

件　名
工 事
（履行）
場 所

落札額
（税込・円）

落札者 指　名
業者数

事 業
担当課予定価格

（税込・円）

平成 19 年度菊池市水道事業業
務委託 隈府

135,450,000 
㈱ジェネッツ 8 水道局

142,356,000 
●入札（開札）日：２月４日（郵送による条件付一般競争入札）

平成19年度旧クリーンセンター
（ごみ焼却施設）解体撤去工事 下河原

78,645,000 ㈱鴻池組
九州支店 10 環境課

149,337,000 
●入札（開札）日：２月５日

平成 19 年度赤星甲森線・藤田
赤星線道路改良工事 今

10,269,000 
中丸建設 7 土木課

10,427,000 
●入札（開札）日：２月15日

平成 19 年度北原袈裟尾線歩道
整備工事 隈府

25,672,500 
川口建設㈱ 10 維持課

26,455,000 
●入札（開札）日：２月25日

平成 19年度水源・迫間簡易水道
原本村配水管布設工事（2工区） 原

10,395,000 
㈲磧上水道 11 水道局

10,938,000 

平成 20 年度菊池市養護老人
ホームふじのわ荘調理業務委託 亘

26,429,130 九州綜合
サービス㈱ 7 老 人

ホーム26,474,000 

平成 20 年度菊池市養護老人
ホームこすもす荘調理業務委託

泗水町
吉　富

26,460,000 九州綜合
サービス㈱ 7 老 人

ホーム26,474,000 

と　き　毎週金曜日　午前9時～午前11時
※ 4月は 11日（金）から始まります。
ところ　菊池体育センター
　　　　（旧勤労者体育館）

会　費　年 4,000 円
主　催　菊池市老人クラブ社交ダンス部
問い合わせ先　中島　☎（25）2213

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
ど
ぎ
ゃ
ん
か
す

る
」
と
い
う
地
域
づ
く
り
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
菊
池
市
が
進

め
る
「
豊
か
な
水
と
緑
、
光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
「『
ど
ぎ
ゃ
ん
か
せ
な
ん
』
け
ど
、『
ど
ぎ
ゃ

ん
し
た
ら
い
い
か
』
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
地
域
へ
の
支
援
・
応
援
を
し
ま

す
。　

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体・行
政
区
な
どへの

補
助・支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

平
成
20
年
度
菊
池
市
地
域
づ
く
り
総
合
事
業

①
地
域
づ
く
り
施
設
整
備
事
業

○
地
域
の
自
然
・
生
活
環
境
を
保
全

お
よ
び
改
善

○
地
域
住
民
の
防
災
・
安
全
を
確
保

○
地
域
の
優
れ
た
風
景
の
保
存
お
よ

び
整
備

　

４
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
補
助
金

申
請
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
添
え
て

企
画
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総

務
振
興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
、
県
ま
た
は
他
の
補
助
事
業
に

該
当
し
、
そ
の
助
成
を
受
け
た
場

合
は
、
こ
の
補
助
金
は
交
付
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
本
市
の
他
補
助
金

に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
補
助

金
の
対
象
か
ら
外
し
ま
す
。

○
地
域
づ
く
り
活
動
事
業
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
同
一
事
業
は
、
補
助
期

間
が
３
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
本
補
助
金
の
詳
細
は
、
菊
池
市
地

域
づ
く
り
推
進
補
助
金
交
付
要
綱

を
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
に
関
す

る
こ
と

　

企
画
振
興
課
地
域
振
興
係
、
各
総

合
支
所
総
務
振
興
課

○
地
域
づ
く
り
計
画
支
援
・
応
援
事

業
に
関
す
る
こ
と

　

企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

例
え
ば

看
板
な
ど
の
設
置
、
景
観
整
備

な
ど

②
地
域
づ
く
り
活
動
事
業

○
地
域
の
自
然
・
生
活
環
境
の
保
全
・

整
備

○
地
域
の
防
災
・
安
全

○
地
域
住
民
の
融
和
・
健
康
・
福
祉

を
増
進

例
え
ば

里
山
整
備
活
動
、
防
災
訓
練
、

地
域
の
ま
つ
り

③
人
材
育
成
事
業

○
国
、
県
な
ど
が
実
施
す
る
事
業
へ

の
参
加

○
体
験
学
習
や
地
域
活
動
の
実
践

○
先
進
地
の
活
動
視
察
研
修

例
え
ば

地
域
づ
く
り
、
講
習
会
参
加
、

先
進
地
研
修

①
各
行
政
区
や
こ
れ
に
準
ず
る
区
域

（
団
地
な
ど
）、
ま
た
そ
の
集
合
体

②
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
よ
び
こ
れ
に

準
ず
る
10
人
以
上
の
団
体

　

た
だ
し
、
②
の
団
体
は
、
規
約
な

ど
で
地
域
づ
く
り
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
団
体

と
し
ま
す
。

○地域を「どぎゃんかせなん」けど、「どぎゃんしたらいいか」
分からない。
○素晴らしい資源があるけど、「どぎゃんしたらいいか」分か
らない。
○高齢化・過疎化して、地域を引っ張っていく人がいない。

○市と専門家や地域づくり団体等が協働によるお手伝いをしま
す。
○皆さんの意見や要望を総意として、計画に反映させるワーク
ショップを導入します。

○作成された計画で地域の主体性を基本に事業を進めていきま
す。
○財源として「地域づくり推進補助金」や「コミュニティ助成
事業」他、国・県・市の補助や助成を活用します。

※平成 20年度は、市内 4地区をモデル地区として指定し、支
援・応援事業として進めていきます。

地域づくり支援・応援事業
（地域づくり支援・応援事業とは・・・）

地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金

補
助
の
対
象
と
な
る
団
体

申
請
方
法

そ
の
他

申請は

4月30日
（水）までに

補
助
率
・
限
度
額

対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２

以
内
で
、
40
万
円
を
上
限

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

需
用
費
（
消
耗
品
費
・
印
刷
製

本
費
）、
使
用
料
お
よ
び
賃
借

料
、
工
事
費
、
原
材
料
費
、
備

品
購
入
費
ほ
か

補
助
率
・
限
度
額

対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２

以
内
で
、
20
万
円
を
上
限

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

報
償
費
（
講
師
謝
金
な
ど
）、

需
用
費
（
消
耗
品
費
・
印
刷
製

本
費
）、
使
用
料
お
よ
び
賃
借

料
、
原
材
料
費
、
備
品
購
入
費

ほ
か

補
助
率
・
限
度
額

対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２

以
内
で
、
10
万
円
を
上
限

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

受
講
料
ま
た
は
参
加
費
、
宿
泊

費
、
交
通
費
ほ
か

32｜広報きくち｜2008 APRIL

INFORMATION

33 広報きくち｜2008 APRIL｜

おしらせ



★

★

★★ ハッピー・バースデーハッピー・バースデー

★

★★
H18年
4月20日
生まれ城

じょう

　綜
そう み

彌ちゃん
（2歳 　 生味）
父・隆行さん　母・容子さん

い
つ
も
ば
あ
ば
と

ブ
ル
と
ピ
ヨ
と

遊
ん
で
る
よ
♥ H17年

4月4日
生まれ坂

さかい

井清
きよはる

春くん
（3歳 　 上橋田）
父・智昭さん　母・美紀子さん

４
月
か
ら
保
育
園
に

行
き
ま
す
。

H19年
4月3日
生まれ茂

しげた

田安
あんじゅ

珠ちゃん
（1歳 　 亘）
父・雅裕さん　母・美香さん

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い

安
珠
だ
よ
。

パ
パ
大
好
き
♥
♥

H19年
4月3日
生まれ大

おおさと

里歩
あゆ む

夢くん
（1歳 　 富の原台）
父・八十寿さん　母・香代子さん

H19年
4月17日
生まれ後

ごとう

藤梨
り お な

央奈ちゃん
（1歳 　 袈裟尾）
父・大樹さん　母・愛さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
遊
ん

で
ね
。

H19年
4月24日
生まれ芹

せりかわ

川琥
こは く

珀くん
（1歳 　 片川瀬）
父・健一郎さん　母・幹予さん

か
り
ん
ね
ぇ
ね
が
、

　

い
ち
ば
ん
、

だ
〜
い
す
き
♥

H19年
4月29日
生まれ上

うえだ

田彩
あい り

莉ちゃん
（1歳 　 富の原中央）
父・祐喜さん　母・恵さん

龍
く
ん
と
い
ち
ご
が

大
好
き
で
す
。

○旭○七○菊

○泗 ○菊○菊 ○泗

春
か
ら
保
育
園
に

行
き
ま
す
。

楽
し
み
だ
な
。

菊
池
本
所

雪　

野　
　

池い

け

べ邉　

三さ

ん

ご五

（
亡
妻　
　
　
　

ハ
ジ
メ　

90
歳
）

日　

向　
　

坂さ
か
も
と本　

初し
ょ
う
い
ち一

（
亡
母　
　
　
　

ス
エ
ノ　

87
歳
）

木
柑
子　
　

有う

ど

う動　

英え

い

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

謙け

ん

じ治　

79
歳
）

高
野
瀬　
　

今い
ま
さ
か阪

エ
ミ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

公き
み
と
し利　

76
歳
）

永　

山　
　

武む

と

う藤　

友と
も
の
り範

（
亡
母　
　
　
　

キ
ク
ミ　

97
歳
）

原
本
村　
　

平ひ

ら

い井
留る

み

こ

美
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

忠た
だ
か
つ勝　

59
歳
）

下
出
田　
　

川か
わ
か
み上　

秀ひ
で
お
み臣

（
亡
母　
　
　
　
　

敦あ

つ

え江　

79
歳
）

日
生
野　
　

武む

と

う藤　

規の
り
ひ
ろ尋

（
亡
母　
　
　
　
　

麗れ

い

こ子　

84
歳
）

戸
豊
水　
　

中な
か
む
ら村
ト
ミ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

親ち
か
の
り範　

77
歳
）

上
赤
星　
　

山や

ま

だ田　

幸ゆ
き
の
り宣

（
亡
父　
　
　
　
　

隆た
か
ゆ
き幸　

62
歳
）

栄　

町　
　

三み

う

ら浦　

久ひ

さ

え恵

（
亡
母　
　
　
　

ヨ
シ
ヱ　

86
歳
）

広　

瀬　
　

岩い
わ
し
た下　

光み

つ

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

章
あ
き
ら　

84
歳
）

立　

町　
　

髙た

か

き木　
　

敏
さ
と
し

（
亡
母　
　
　
　
　

靜し

ず

か香　

87
歳
）

中　

町　
　

小こ

い

け池　

健け
ん
き
ち吉

（
亡
母　
　
　
　

ヒ
サ
コ　

94
歳
）

松　

島　
　

松ま
つ
し
た下　

士し

せ

い誠

（
亡
父　
　
　
　
　
　

誠
ま
こ
と　

89
歳
）

中　

町　
　

池い

け

べ辺　

照て

る

み美

（
亡
夫　
　
　
　
　

勝か
つ
ゆ
き征　

63
歳
）

玉
祥
寺　
　

松ま
つ
な
が永　

俊し
ゅ
ん
こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

一か
ず
と
し敏　

67
歳
）

西
迫
間　
　

髙た

か

き木　

晴せ

い

き輝

（
亡
母　
　
　
　
　

初は

つ

み美　

87
歳
）

北　

原　
　

平ひ
ら
や
ま山　

千ち

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　

靖や
す
の
り憲　

47
歳
）

七
城
支
所

流　

川　
　

西に
し
ぐ
ち口
ア
イ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

英ひ
で
ゆ
き行　

82
歳
）

清　

水　
　

福ふ
く
し
ま嶋

英え
い
じ
ろ
う

次
郎

（
亡
妻　
　
　
　

カ
ズ
コ　

79
歳
）

林　

原　
　

坂さ

か

た田
サ
ヨ
子こ

（
亡
母　
　
　
　

シ
ズ
カ　

92
歳
）

甲
佐
町　
　

長な

が

お尾
ウ
メ
ヲ

（
亡
夫　
　
　
　
　

義よ
し
つ
ぐ次　

92
歳
）

上
橋
田　
　

橋は
し
が
み上　

ツ
ヨ

（
亡
夫　
　
　
　
　

義よ
し
ゆ
き行　

81
歳
）

内　

島　
　

田た

し

ろ代　

憲け
ん
せ
い政

（
亡
母　
　
　
　

ヨ
リ
コ　

82
歳
）

加　

恵　
　

石い

し

い井　

良よ
し
は
る治

（
亡
伯
母　

田た

じ

り尻
ツ
子ね

オ　

86
歳
）

旭
志
支
所

小　

原　
　

齋さ
い
と
う藤　

久ひ

さ

と人

（
亡
妻　
　
　
　

ツ
ヤ
子こ　

82
歳
）

大　

迫　
　

橋は
し
も
と本

ケ
イ
コ

（
亡
夫　
　
　
　
　

春は
る
よ
し義　

87
歳
）

高　

柳　
　

竹た
け
し
た下　

貞さ

だ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま

さ

お男　

85
歳
）

伊　

萩　
　

渡わ
た
な
べ邉　

安や

す

お雄

（
亡
妻　
　
　
　

ト
ヨ
子こ　

81
歳
）

尾　

足　
　

松ま
つ
な
が永

ヌ
イ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

房ふ
さ
と
し敏　

86
歳
）

姫　

井　
　

水み
ず
か
み上　

修し
ゅ
う
き
ち吉

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ヅ
エ　

92
歳
）

尾　

足　
　

茂し

げ

た田　

花は

な

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

珠た
ま
ふ
さ房　

42
歳
）

泗
水
支
所

北
住
吉　
　

藤ふ
じ
も
と本　

一か
ず
よ
し吉

（
亡
母　
　
　
　

ト
シ
子こ　

98
歳
）

井
戸
方　
　

隈く

ま

べ部　

香こ
う
う
ん雲

（
亡
母　
　
　
　
　

鸞ら

ん

こ子　

96
歳
）

平　

野　
　

岩い
わ
し
た下　

忠た
だ
あ
き昭

（
亡
母　
　
　
　

キ
ミ
エ　

87
歳
）

久
米
一　
　

上う
え
む
ら村　

芳よ
し
か
ず一　

（
亡
母　
　
　
　

ト
ヨ
子こ　

83
歳
）

高　

江　
　

河か

わ

つ津　

由ゆ

み美

（
亡
夫　
　
　
　
　

泰や
す
よ
し吉　

73
歳
）

桜
山
九　
　

大お
お
も
り森
喜き

よ

こ

代
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

和か
ず
の
り紀　

67
歳
）

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
業

費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
敬
称
略
）

香
典
返
し

２
月
29
日（
金
）現
在

と　き　4月 6日（日）小雨決行
開会式　午前 9時（菊池体育センター）
スタート　午前 10時 00分　ハーフコース
 　午前 10時 05分　10㎞コース
 　午前 10時 10分　3㎞コース
 　午前 10時 15分　5㎞コース
種目
ハーフコース : 菊池保健所前～竜門ダム～斑
蛇口大橋折返しコース
10 ㎞コース : 菊池保健所前～雪野駐在所先
折返しコース
5 ㎞コース : 菊池保健所前～百把田バス停付
近折返しコース
3 ㎞コース : 菊池保健所前～東迫間区折返し
コース
問い合わせ先　
社会体育課内熊日菊池桜マラソン大会事務局

●おわびと訂正
 3 月 13日に配布した「菊池市役所でんわ帳」に
一部誤りがありました。おわびして訂正します。
●表面
税務課（徴税係・収納対策係）
情報企画課（広報広聴係・統計調査係）
健康推進課 （国保・医療給付係）   ☎ 25-7218
健康推進課 （健康推進係）   ☎ 25-7219
生涯学習課（社会教育係・人権教育係） 
泗水総合支所民生課（衛生福祉係）☎ 38-2714

　これまで菊池市が行ってきた「人権・行政・法律相談」と、菊池市
社会福祉協議会が行ってきた「法律相談」が、行政改革の一環として
菊池市の事業に統合され、今年度から新しく「法律無料相談」として、
毎月 2回程度行われます。相続や債務問題などでお困りの人は、お
気軽にご相談ください。専門の弁護士が相談に応じます。
　1 人 30分間で、6人までの予約制となっています。早めに菊池市
役所総務課、各総合支所総務振興課へ電話で申し込んでください。
　また、併せて行政相談も行っておりますので、行政に対するご意見
や苦情など何でもご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守されま
す。お気軽にご利用ください。
● 4月・5月の相談日（今後は裏面「行事予定表」で確認してください）

問い合わせ先　総務課行政係、各総合支所総務振興課

への応援をお願いします

第53回第53回平成20年度　法律無料相談日程

と　き ところ 予約先 対　応

４月15日（火）菊池市中央公民館 （25）7111 弁護士（午前９時～正午）
行政相談員（午前10時～正午）

５月１日（木）泗水地域福祉センター （38）2112 弁護士（午前９時～正午）

５月７日（水）七城多目的研修センター （25）1000
弁護士（午前９時～正午）
行政相談員（午前10時～正午）

５月20日（火）旭志公民館 （37）3111 弁護士（午前９時～正午）
行政相談員（午前10時～正午）

４
月
の
民
生
児
童
委
員
相
談

民
生
児
童
委
員
相
談

日
程
・
場
所

　

３
日
（
木
）

　
　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

10
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

　

17
日
（
木
）

　
　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

24
日
（
木
）
旭
志
公
民
館

　

５
月
２
日
（
金
）

　
　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

民
生
児
童
委
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
公
民
館
）

☎
（
37
）
３
１
１
１

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
☎
（
38
）
６
３
６
６

　

菊
池
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
連
合
会
で
は
、
民
生
児
童
委
員
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人

な
ら
誰
で
も
ど
ん
な
問
題
で
も
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

4月29日
（祝）

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633
大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003
勝久病院（外・胃・消） 大津町 096（293）5000
たに耳鼻咽喉科アレルギー
科（耳・アレ） 菊陽町 096（233）3387

5月3日
（祝）

西山医院（内・小） 菊池市 （25）2561
西合志病院（内） 合志市 096（242）2745
樽美外科整形外科医院（整・
外・皮・リハ） 大津町 096（293）2100

斎藤産婦人科医院（産・婦）菊池市 （24）1177

5月4日
（祝）

平瀬内科医院（内） 合志市 096（248）5227
しばた内科クリニック（内・呼・消）大津町 096（293）2050
菊池中央病院（外・整・脳
外・内・形成） 菊池市 （25）3141

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411
三隅歯科医院 合志市 096（248）1101

5月5日
（祝）

みやの小児科（小・内） 合志市 096（248）5800
たしろクリニック（胃・消・
内・リハ・アレ・こう門） 大津町 096（340）3220

城間クリニック（整・リハ） 菊池市 （25）2506
ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

5月6日
（祝）

宮本内科クリニック（内・小・循・消）菊池市 （25）2047
大津第一クリニック（内・循） 菊陽町 096（232）9595
岸病院（外・胃・整・内） 菊池市 （38）2750
堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

4月6日
（日）

古賀医院（内・小・循） 菊池市 （38）2222
隈部医院（内・呼・胃・消・放）菊池市 （25）2851
岩倉整形外科医院
（整・麻・リハ・形成） 大津町 096（293）8888

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311
千々岩歯科医院 合志市 096(242)4681

4月13日
（日）

七城うえの医院（内・小） 菊池市 （25）7070
山岡胃腸科クリニック（胃・
内・肛） 合志市 096（248）9001

菊陽台病院
（整・内・消・リハ） 菊陽町 096（232）1191

池田クリニック（泌） 合志市 096（248）8600
あくね歯科医院 合志市 096(242)6480

4月20日
（日）

郷胃腸科内科クリニック（内・
胃・消・理） 菊池市 （38）2121

髙木医院（内） 菊池市 （25）2532
熊本リハビリテ－ション病
院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011
高木歯科クリニック 菊池市 (25)1963

4月27日
（日）

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 （25）2191
旭志石田医院（内・リハ・リウ） 菊池市 （37）2037
笹原整形外科医院
（整・リハ・内・麻） 菊陽町 096（232）1165

むさし眼科（眼） 合志市 096（248）6390
永野歯科医院 合志市 096(343)0701

H17年
3月8日
生まれ田

たなか

中輝
ひか る

琉くん
（3歳 　 伊坂）
父・幸輝さん　母・直美さん

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

大
好
き
だ
よ
！

○旭

お詫び
3 月号に掲載しました田中
輝琉くんのお父さんの氏
名漢字に誤りがありました。
おわびして訂正するととも
に、再掲載させていただき
ます。
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菊池市役所は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）7253
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■人口：52,446人 （-19）

　男性：25,136人 （-８）

　女性：27,310人 （-11）

　世帯：17,601世帯 （+10）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成20年４月号 編
集
後
記

編
集
後
記

２月末の人の動き
（対前月比）

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat

１ ２ ３ ４ ５
６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

６ ７ ８ ９ 10 11 12
熊日菊池桜マラソ
ン大会
9:00 ～
菊池体育センター

健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

社会保険出張相談
所開設
10:00 ～ 15:00　

すくすくクラブ（お
見知り会）
10:30 ～
６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

市内小・中学校入
学式

旭志・泗水幼稚園
入園式

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

13 14 15 16 17 18 19
消防団入団式
9:30 ～
総合体育館

育児相談
9:30 ～ 10:30
（受付）
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

育児教室
9:30 ～ 10:00（受
付）
弁護士相談
9:00 ～ 12:00（要
予約）、行政相談
10:00 ～ 12:00　

すくすくクラブ（4
月生まれの誕生会）
10:30 ～　

３歳児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～ 13:30
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～ 16:30　

20 21 22 23 24 25 26
養生園祭
9:30 ～
菊池養生園
献血
9:30 ～ 14:00　
菊池養生園内

健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

すくすくクラブ（こ
いのぼり作り）　
10:30 ～
２歳児歯科健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

１歳６カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

27 28 29 30 ５/ １ ５/ ２ ５/ ３
菊池市小学生ソフ
トボール大会
8:30 ～　

健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

５/４ ５/ ５ ５/ ６ ５/ ７ ５/ ８ ５/ ９ ５/10
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室
菊池公園多目的グラウンド

七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
七城総合グラウンド
旭志総合支所
旭志多目的研修センター

旭志老人憩の家
旭志公民館
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所

七  公

菊多G

菊中公

泗支所

西部セ 菊文館

健相室

七多セ

西部セ

児童セ

児童セ

菊多G

　

旅
行
先
の
ホ
テ
ル
で
、
立
て
石

に
水
を
流
す
ご
と
く
、
よ
ど
み
も

無
駄
も
ま
っ
た
く
な
い
、
と
て
も

聞
き
や
す
い
速
さ
と
ト
ー
ン
で
館

内
説
明
を
す
る
従
業
員
が
い
た
。

と
こ
ろ
が
気
付
く
と
話
の
内
容
が

頭
の
中
に
残
っ
て
い
な
い
。
聞
き

取
れ
て
い
た
の
に
見
事
に
右
か
ら

左
へ
流
れ
出
て
い
た
。

　
「
話
し
た
」
と
「
伝
え
た
」、「
伝

え
た
」
と
「
伝
わ
っ
た
」
は
違
う

と
い
う
こ
と
だ
。
広
報
紙
も
「
伝

え
た
」
で
は
な
く
、「
伝
わ
っ
た
」

も
の
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
改

め
て
思
い
直
し
た
。

西部セ

七多セ

菊文館

泗　公

４月の行事予定

旭支所

泗　公

西部セ

菊中公

菊文館泗　公

菊中公

七多セ

旭  公

七総G

泗支所
菊中公

児童セ

旭  公

旭  公

旭  公
七総G


